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他
の
党
要
人
ら
も
同
様
に

勤
続
期
間
保
障
基
金
（
Ｆ
Ｇ

Ｔ
Ｓ
）
の
休
眠
口
座
の
資
金

開
放
な
ど
を
受
け
て
家
庭
消

費
伸
張
な
ど
、
明
る
い
材
料

が
出
て
き
て
い
た
。

　

下
半
期
に
関
し
て
は
、

１
３
日
に
地
理
統
計
院
（
Ｉ

Ｂ
Ｇ
Ｅ
）
が
、
７
月
の
サ
ー

ビ
ス
業
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
前
月
比

で
０
・
８
％
縮
小
と
発
表
し
、

景
気
の
先
行
き
へ
の
期
待
感

が
薄
れ
て
い
た
が
、
Ｉ
Ｂ
Ｃ

―
Ｂ
ｒ
が
０
・
４
１
％
上
昇

し
た
事
で
、
市
場
関
係
者
の

期
待
感
も
回
復
。
中
銀
が

ま
と
め
た
金
融
関
係
者
の
先

行
き
予
想
で
は
、
今
年
の
Ｇ

Ｄ
Ｐ
は
平
均
で
０
・
６
０
％
、

最
高
で
は
０
・
９
３
％
成
長

と
い
う
数
字
が
出
て
い
る
。

　

景
気
の
回
復
を
裏
付
け

る
デ
ー
タ
と
し
て
は
、
８
月

末
に
Ｉ
Ｂ
Ｇ
Ｅ
が
発
表
し

た
、
５
―
７
月
の
変
動
四

半
期
の
雇
用
者
数
が
前
期
比

で
１
４
０
万
人
増
え
た
と
い

う
デ
ー
タ
が
あ
る
。
ま
た
、

１
４
日
に
は
応
用
経
済
調
査

　

１
４
日
、
退
任
直
前
の
ロ
ド
リ
ゴ
・
ジ
ャ
ノ
ー
連
邦
検
察
庁
長
官
が
、
テ
メ
ル

大
統
領
に
対
す
る
２
度
目
の
起
訴
状
を
最
高
裁
に
送
付
し
た
。
今
回
の
容
疑
は
、

民
主
運
動
党
（
Ｐ
Ｍ
Ｄ
Ｂ
）
の
下
院
部
門
の
贈
収
賄
犯
罪
を
率
い
た
疑
い
と
、
ラ

ヴ
ァ
・
ジ
ャ
ッ
ト
作
戦
の
捜
査
妨
害
で
の
も
の
で
、
他
の
Ｐ
Ｍ
Ｄ
Ｂ
の
要
人
た
ち

も
同
時
に
起
訴
さ
れ
た
。
１
５
日
付
伯
字
紙
が
報
じ
て
い
る
。

ケ
・
ア
ウ
ヴ
ェ
ス
元
下
院
議

長
、
ロ
ド
リ
ゴ
・
ロ
シ
ャ
・

ロ
ウ
レ
ス
元
下
議
と
い
う
、

ラ
ヴ
ァ
・
ジ
ャ
ッ
ト
作
戦
で

逮
捕
中
や
自
宅
軟
禁
中
の
人

物
も
起
訴
さ
れ
て
い
る
。

　

検
察
庁
は
、
テ
メ
ル
氏
は

他
の
容
疑
者
た
ち
に
役
職
や

権
力
な
ど
を
持
た
せ
る
一
方

で
、
企
業
の
贈
収
賄
工
作
の

取
り
決
め
を
行
い
、
賄
賂
の

受
け
渡
し
な
ど
の
直
接
的
な

資
金
の
流
れ
に
関
す
る
交
渉

は
他
の
容
疑
者
た
ち
に
さ
せ

る
と
い
う
形
で
、
政
界
で
の

地
位
を
築
い
て
き
た
と
し
て

い
る
。

　

検
察
庁
は
「
企
業
と
の
贈

収
賄
工
作
の
取
り
決
め
」
の

一
例
と
し
て
、
３
月
７
日
の

ジ
ョ
エ
ズ
レ
イ
氏
と
の
会
談

で
、
農
務
省
の
大
物
の
ヴ
ァ

ギ
ネ
ル
・
ロ
ッ
シ
氏
と
ミ
ウ

ト
ン
・
オ
ル
ト
ラ
ン
氏
へ
毎

月
の
贈
賄
を
行
う
よ
う
取
り

決
め
た
疑
惑
を
あ
げ
た
。

　

検
察
庁
は
、
両
者
の
会
談

の
録
音
に
含
ま
れ
て
い
た

「
ク
ー
ニ
ャ
氏
へ
の
口
止
め

料
は
継
続
す
る
よ
う
に
」
と

　

冬
が
明
け
る
の
は
９
月

２
２
日
の
は
ず
だ
が
、
こ
こ

の
と
こ
ろ
、聖
市
で
は
連
日
、

３
０
度
を
越
す
暑
さ
が
続
い

て
い
る
。
そ
れ
は
現
在
、
南

伯
以
北
を
巨
大
な
熱
帯
高
気

圧
が
覆
っ
て
い
て
、
寒
冷
前

線
を
締
め
出
す
ブ
ロ
ッ
キ
ン

グ
現
象
を
起
こ
し
て
い
る

受
け
取
れ
る
箇
所
を
問
題
視

し
、
テ
メ
ル
氏
と
ジ
ョ
エ
ズ

レ
イ
氏
、
リ
カ
ル
ド
・
サ
ウ

ジ
氏
の
３
人
を
、
捜
査
妨
害

で
起
訴
し
て
も
い
る
。

　

こ
の
告
発
を
う
け
、
ロ
ド

リ
ゴ
・
マ
イ
ア
下
院
議
長
は

「
深
刻
な
も
の
と
受
け
止
め

る
」
と
の
見
解
を
示
し
た
。

　

だ
が
、
連
邦
政
府
は
「
根

も
葉
も
な
い
こ
と
」
と
冷
や

や
か
な
反
応
を
示
し
た
。
そ

れ
は
、
Ｊ
Ｂ
Ｓ
の
ジ
ョ
エ
ズ

レ
イ
、
サ
ウ
ジ
両
容
疑
者

が
、
検
察
庁
元
検
事
の
マ
ル

セ
ロ
・
ミ
レ
ー
ル
氏
に
デ
ラ

ソ
ン
作
成
な
ど
を
手
伝
っ
て

も
ら
っ
た
こ
と
や
情
報
隠
匿

な
ど
の
疑
い
で
逮
捕
さ
れ
た

上
、
ジ
ャ
ノ
ー
長
官
自
身
も

そ
の
事
実
を
事
前
に
知
っ
て

い
た
疑
い
を
か
け
ら
れ
て
い

る
た
め
だ
。

「
テ
メ
ル
は
Ｐ
Ｍ
Ｄ
Ｂ
汚
職
の
長
」

院
（
Ｉ
ｐ
ｅ
ａ
）
が
、
４
月

ま
で
の
労
働
市
場
は
悪
化
傾

向
が
続
い
て
い
た
が
、
５
、６

月
は
均
衡
状
態
が
続
き
、
７

月
は
改
善
の
兆
し
を
見
せ
始

め
た
と
発
表
し
た
。
Ｉ
ｐ
ｅ

ａ
に
よ
る
と
、
正
規
雇
用
は

ま
だ
減
少
傾
向
に
あ
る
が
減

少
率
は
低
下
。
非
正
規
雇

用
を
含
め
た
雇
用
者
は
０
・

２
％
増
を
記
録
し
た
。

　

ま
た
、
第
２
四
半
期
に
は
、

仕
事
の
口
は
見
つ
か
ら
な
い

だ
ろ
う
と
考
え
る
人
が
失
業

者
の
４
４
・
７
％
い
た
が
、
こ

の
数
字
も
、
第
１
四
半
期
よ

り
２
・５
％
減
っ
て
い
る
。

　

雇
用
回
復
の
兆
し
は
、

１
４
日
付
エ
ス
タ
ー
ド
紙
が

報
じ
た
、
Ｇ
Ｍ
（
ジ
ェ
ネ
ラ

ル
モ
ー
タ
ー
ズ
）
と
Ｍ
Ａ
Ｎ

が
１
３
日
に
計
１
千
人
を
新

規
採
用
す
る
と
発
表
し
た
事

に
も
み
ら
れ
る
。
自
動
車
生

産
は
２
５
・
５
％
の
回
復
を

見
せ
て
お
り
、
同
業
界
で
は

既
に
１
１
０
０
人
を
採
用
し

て
い
る
。

　

景
気
後
退
の
影
響
を
最
も

強
く
受
け
た
と
さ
れ
る
若
者

ま
で
雇
用
回
復
の
手
が
伸
び

る
に
は
今
少
し
時
間
が
必
要

だ
ろ
う
が
、
エ
ン
リ
ケ
・
メ

イ
レ
ー
レ
ス
財
相
は
１
４
日

に
、
第
４
四
半
期
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ

は
昨
年
同
期
比
で
２
・
７
％

増
、
今
年
第
３
四
半
期
比
で

は
３
・
２
％
増
と
な
る
と
の
見

解
を
表
明
。「
２
０
１
６
年

の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
３
・
６
％
縮
小

し
た
が
、
今
年
は
雇
用
も
回

復
し
始
め
た
。
２
０
１
８
年

の
経
済
活
動
は
よ
り
力
強
く

始
ま
る
」
と
力
説
し
た
。

の
回
復
を
示
し
た
。

　

市
場
関
係
者
は
、
同
指
数

の
回
復
は
、
ゆ
っ
く
り
な
が

ら
、
景
気
が
回
復
基
調
に
乗

り
始
め
た
事
を
示
し
て
い
る

と
評
価
し
て
い
る
。

　

１
〜
７
月
の
累
積
指
数
は

０
・１
４
％
の
上
昇
に
と
ど
ま

り
、
２
年
に
わ
た
る
景
気
後

退
（
リ
セ
ッ
シ
ョ
ン
）
で
失
っ

た
も
の
を
回
復
す
る
に
は
時

間
が
か
か
る
が
、
上
半
期
も

既
に
、
農
業
の
国
内
総
生
産

（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
が
伸
び
た
他
、

　

中
央
銀
行
が
１
４
日
、
７

月
の
経
済
活
動
指
数
（
Ｉ
Ｂ

Ｃ
―
Ｂ
ｒ
）
は
前
月
比
０
・

４
１
％
上
昇
し
、
下
半
期
の

景
気
は
、
ゆ
っ
く
り
だ
が
回

復
基
調
に
乗
り
始
め
た
と
の

見
方
を
示
し
た
と
１
５
日
付

伯
字
紙
が
報
じ
た
。

　

Ｉ
Ｂ
Ｃ
―
Ｂ
ｒ
は
景
気
先

読
み
の
た
め
の
指
数
で
、
７

月
は
、
６
月
の
１
３
５
・０
６

ポ
イ
ン
ト
を
０
・
４
１
％
上

回
る
１
３
５
・
６
２
ポ
イ
ン

ト
と
な
り
、
２
カ
月
連
続
で

ゆ
っ
く
り
だ
が
景
気
は
回
復

Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
と
の
不
仲
を
否
定

雇
用
の
回
復
示
す
デ
ー
タ
も

で
浮
上
し
て
い
た
。
検
察

庁
に
よ
る
と
、
同
グ
ル
ー
プ

に
よ
る
汚
職
行
為
は
、
ペ
ト

ロ
ブ
ラ
ス
や
連
邦
貯
蓄
銀

行
だ
け
で
な
く
、
国
家
統

合
省
、
農
務
省
な
ど
も
及
ん

で
い
た
。
同
党
の
贈
収
賄
工

作
で
、
国
は
少
な
く
と
も

５
億
８
７
１
０
万
レ
ア
ル
の

損
害
を
受
け
た
と
い
う
。

　

ジ
ャ
ノ
ー
長
官
が
今
回
提

出
し
た
起
訴
状
で
は
、
エ
リ

ゼ
ウ
・
パ
ジ
ー
リ
ャ
官
房
長

官
、
モ
レ
イ
ラ
・
フ
ラ
ン
コ

大
統
領
事
務
局
長
官
と
い
っ

た
現
政
権
重
要
閣
僚
の
他
、

ジ
ェ
デ
ル
・
ヴ
ィ
エ
イ
ラ
・

リ
マ
前
大
統
領
府
総
務
長

官
、
エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
・
ク
ー

ニ
ャ
前
下
院
議
長
、
エ
ン
リ

マクリ大統領（右）とドリア市長（@jdoriajr）

１７日で任期を終えるジャノー長官
（Marcelo Camargo/Agência Brasil）

ジ
ョ
エ
ズ
レ
イ
問
題
は
微
妙
だ
が

ドリア聖市市長

　

最
高
裁
で
は
Ｊ
＆
Ｆ
と
の

司
法
取
引
そ
の
も
の
や
同
社

が
提
出
し
た
証
拠
の
有
効
性

に
関
す
る
審
理
を
、
２
０
日

に
行
う
予
定
だ
。
フ
ァ
キ
ン

判
事
は
、
今
回
の
起
訴
状
を

下
院
に
回
す
か
否
か
を
こ
の

審
理
後
に
決
め
る
意
向
だ
。

た
め
だ
。
こ
の
た
め
、
次
に

い
つ
雨
が
降
る
の
か
読
め
な

い
上
、
ま
だ
雨
季
の
シ
ー
ズ

ン
に
入
っ
て
な
い
こ
と
も
あ

り
、
天
気
予
報
で
も
、「
向

こ
う
半
月
の
降
雨
予
想
」
な

ど
は
行
っ
て
い
な
い
。
今
月

の
カ
ン
タ
レ
イ
ラ
水
系
の
降

雨
は
現
時
点
で
わ
ず
か
０
・

２
ミ
リ
で
、
水
位
も
（
死
水

抜
き
で
）
５
５
％
台
に
落
ち

て
い
る
。
冬
や
春
先
に
記
録

的
に
暑
く
て
夏
が
そ
れ
ほ
ど

で
も
な
か
っ
た
年
は
珍
し
く

な
い
が
、
と
り
あ
え
ず
は
今

の
暑
さ
が
お
さ
ま
っ
て
ほ
し

い
と
こ
ろ
。

　
　
　
　
　

◎

　

１
４
日
早
朝
、
聖
市
地
下

鉄
５
号
線
で
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
・
シ
ス
テ
ム
に
異
常
が
発

生
し
、
通
常
か
ら
約
２
時
間

遅
れ
の
午
前
６
時
３
７
分
か

ら
電
車
が
動
き
だ
す
事
態
が

発
生
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

地
下
鉄
側
は
、
影
響
を
受
け

た
乗
客
の
た
め
に
代
替
の
輸

送
バ
ス
を
支
給
す
る
サ
ー
ビ

ス
を
行
わ
ざ
る
を
得
な
い
状

況
に
な
っ
た
。
同
線
は
今
月

６
日
に
新
駅
が
三
つ
オ
ー
プ

ン
し
た
ば
か
り
で
、
こ
う
し

た
ト
ラ
ブ
ル
は
起
き
や
す
い

状
況
か
。
同
線
は
今
後
も
駅

の
オ
ー
プ
ン
・
ラ
ッ
シ
ュ
を

控
え
て
お
り
、
気
を
つ
け
て

ほ
し
い
と
こ
ろ
だ
が
。

　
　
　
　
　

◎

　

１
５
日
夜
か
ら
、
２
年
に

１
度
の
大
音
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
、
ロ
ッ
ク
・
イ
ン
・
リ

オ
が
は
じ
ま
っ
て
い
る
。
今

年
は
昨
夜
出
演
予
定
だ
っ
た

レ
デ
ィ
・
ガ
ガ
が
キ
ャ
ン
セ

ル
す
る
な
ど
、
い
き
な
り

ト
ラ
ブ
ル
に
見
回
れ
た
が
、

５
０
万
人
近
く
を
動
員
す
る

国
際
的
イ
ベ
ン
ト
の
成
功
を

祈
り
た
い
と
こ
ろ
。
こ
の
イ

ベ
ン
ト
の
模
様
は
、
開
催
期

間
中
、
ム
ウ
チ
シ
ョ
ウ
局
で

随
時
、生
放
送
が
行
わ
れ
る
。

　
【
既
報
関
連
】
司
法
取
引

で
の
情
報
隠
匿
な
ど
で
１
０

日
に
逮
捕
さ
れ
、
１
１
日
に

ブ
ラ
ジ
リ
ア
に
移
送
さ
れ
た

ジ
ョ
エ
ズ
レ
イ
・
バ
チ
ス
タ

容
疑
者
が
、
聖
市
連
邦
地
裁

で
Ｊ
＆
Ｆ
グ
ル
ー
プ
の
イ
ン

サ
イ
ダ
ー
取
引
に
関
す
る
疑

惑
で
尋
問
を
受
け
る
た
め
、

１
５
日
朝
、
連
警
機
で
聖
市

に
移
送
さ
れ
た
と
同
日
付
伯

字
紙
サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

　
Ｊ
Ｂ
Ｓ
や
そ
の
持
ち
株
会

社
の
Ｊ
＆
Ｆ
は
、
ラ
ヴ
ァ
・

ジ
ャ
ッ
ト
作
戦
に
関
す
る
報

奨
付
供
述
の
内
容
が
メ
デ
ィ

ア
に
流
れ
る
直
前
の
４
月
か

ら
５
月
１
７
日
に
か
け
て
、

ド
ル
や
株
を
売
買
し
、
イ
ン

サ
イ
ダ
ー
取
引
の
疑
い
が
持

た
れ
て
い
る
。

　

同
件
で
は
ジ
ョ
エ
ズ
レ
イ

容
疑
者
と
兄
の
ウ
エ
ズ
レ
イ

容
疑
者
に
逮
捕
令
状
が
出
、

１
３
日
朝
、
ウ
エ
ズ
レ
イ
容

疑
者
が
逮
捕
さ
れ
た
。

　

イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
に
よ

る
逮
捕
例
は
伯
国
で
は
初
め

て
だ
が
、
１
５
日
付
エ
ス

タ
ー
ド
紙
に
よ
る
と
、
連
警

は
、
ウ
エ
ズ
レ
イ
容
疑
者
が

同
社
役
員
と
携
帯
電
話
の
ソ

フ
ト
や
メ
ー
ル
で
交
わ
し
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
か
ら
、
大
量
の

ド
ル
購
入
や
同
社
株
売
却
な

ど
の
指
示
は
、
ウ
エ
ズ
レ
イ

容
疑
者
が
出
し
て
い
た
事
な

ど
を
突
き
止
め
て
い
る
。

　

ジ
ョ
エ
ズ
レ
イ
容
疑
者
は

情
報
隠
匿
の
件
で
一
時
逮
捕

さ
れ
て
い
た
が
、
同
件
で
の

拘
留
期
間
延
長
は
な
い
。
同

容
疑
者
は
１
５
日
に
聖
市
に

移
送
、
尋
問
後
、
同
州
刑
務

所
で
無
期
拘
留
と
な
る
。

　

ジ
ョ
エ
ズ
レ
イ
容
疑
者
と

共
に
１
０
日
に
逮
捕
さ
れ
た

Ｊ
Ｂ
Ｓ
の
リ
カ
ル
ド
・
サ
ウ

ジ
容
疑
者
は
、
１
５
日
、
連

邦
直
轄
区
の
パ
プ
ー
ダ
刑
務

所
に
移
送
さ
れ
た
。

　

一
方
、
ジ
ョ
エ
ズ
レ
イ
容

疑
者
を
聖
市
に
移
送
し
た
連

警
機
は
そ
の
足
で
ク
リ
チ
バ

に
回
り
、
同
地
で
拘
留
中
の

エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
・
ク
ー
ニ
ャ

被
告
を
乗
せ
て
、
ブ
ラ
ジ
リ

ア
に
帰
還
す
る
。
同
被
告
は

２
６
日
ま
で
ブ
ラ
ジ
リ
ア
の

パ
プ
ー
ダ
刑
務
所
に
拘
留
さ

れ
、
事
情
聴
取
を
受
け
る
。

　

ジ
ョ
ア
ン
・
ド
リ
ア
聖
市

市
長
は
１
４
日
、
ア
ル
ゼ
ン

チ
ン
の
ブ
エ
ノ
ス
・
ア
イ
レ

ス
で
、
所
属
の
民
主
社
会
党

（
Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
）、
特
に
ジ
ェ
ラ

ウ
ド
・
ア
ウ
キ
ミ
ン
聖
州
知

事
と
の
関
係
悪
化
を
否
定
し

た
。
１
５
日
付
フ
ォ
ー
リ
ャ

紙
が
報
じ
て
い
る
。

　

今
回
の
ブ
エ
ノ
ス
・
ア
イ

レ
ス
訪
問
は
、
同
国
の
マ
ウ

リ
シ
オ
・
マ
ク
リ
大
統
領
と

会
う
た
め
だ
。
同
市
長
は
マ

ク
リ
大
統
領
に
対
し
て
「
私

が
政
治
家
と
し
て
手
本
に
し

て
い
る
人
物
」
と
、
強
い
尊

敬
の
念
を
抱
い
て
い
る
。

　

ド
リ
ア
氏
は
８
月
末
に
は

フ
ラ
ン
ス
に
渡
り
、
こ
こ
で

も
マ
ク
ロ
ン
大
統
領
と
面
会

を
果
た
し
て
い
る
。
マ
ク
リ

氏
は
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
を
代
表

す
る
企
業
家
出
身
と
い
う
、

ド
リ
ア
氏
と
共
通
す
る
経
歴

を
持
つ
。
今
回
の
会
談
は
、

来
年
の
大
統
領
選
を
目
指
す

ド
リ
ア
氏
の
国
際
的
な
ア

ピ
ー
ル
な
の
で
は
な
い
か
と

見
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
面
会
の
際
、
ド
リ
ア

市
長
に
は
様
々
な
国
か
ら
の

取
材
陣
が
取
材
に
つ
め
か
け

た
。
そ
こ
で
ド
リ
ア
氏
は
、

自
身
が
大
統
領
選
に
出
馬
す

る
可
能
性
が
膨
ら
み
、
関
係

悪
化
を
さ
さ
や
か
れ
て
い
る

Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
と
ア
ウ
キ
ミ
ン
知

事
と
の
関
係
に
触
れ
ら
れ
、

「
仲
は
良
好
な
状
態
の
ま
ま

だ
」
と
言
っ
て
否
定
し
た
。

　

取
材
陣
の
中
に
は
、
ア
ウ

キ
ミ
ン
氏
と
シ
ャ
ッ
パ
を
組

ん
で
Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
の
大
統
領
候

補
に
な
る
可
能
性
に
つ
い
て

尋
ね
る
人
も
い
た
が
、
ド
リ

ア
氏
は
「
私
は
い
か
な
る
可

能
性
に
つ
い
て
も
否
定
し
な

い
」
と
の
見
解
を
示
し
た
。

　

Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
内
で
は
、
大
統

領
候
補
選
出
は
党
内
の
予
備

選
で
と
の
声
が
高
ま
っ
て
お

り
、
２
月
の
カ
ー
ニ
バ
ル
明

け
に
で
も
判
明
す
る
の
で
は

な
い
か
と
見
ら
れ
て
い
る
。

　

ド
リ
ア
市
長
は
こ
う
し
た

国
外
の
ほ
か
に
も
、
北
東
伯

遠
征
な
ど
、
国
内
で
も
積
極

的
に
自
身
の
ア
ピ
ー
ル
活
動

を
続
け
て
い
る
が
、
聖
州
検

察
局
は
、
こ
れ
ら
の
移
動
の

費
用
が
す
べ
て
同
氏
の
自
己

負
担
に
よ
る
も
の
か
の
捜
査

を
は
じ
め
て
い
る
。

　

１
５
日
朝
、
聖
州
ウ
バ

ツ
ー
バ
で
、
高
速
道
か
ら
バ

ス
が
落
下
し
、
３
人
が
死

亡
す
る
事
故
が
発
生
し
た
。

１
５
日
付
伯
字
紙
サ
イ
ト
が

報
じ
て
い
る
。

　

事
故
を
起
こ
し
た
の
は
、

同
州
北
部
海
岸
の
リ
メ
イ
ラ

に
向
か
う
小
型
バ
ス
で
、
オ

ズ
ワ
ル
ド
・
ク
ル
ス
高
速
道

の
坂
道
を
下
っ
て
い
た
際
、

８
２
キ
ロ
地
点
で
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
を
失
い
、
１
０
メ
ー

ト
ル
ほ
ど
の
崖
か
ら
転
落
。

バ
ス
の
車
体
は
、
真
下
の
林

の
茂
み
の
中
で
横
転
し
た
形

で
発
見
さ
れ
た
。

　

こ
の
バ
ス
に
は
子
供
１
４

人
を
含
む
３
４
人
が
乗
っ
て

お
り
、
１
５
日
午
後
４
時
現

在
ま
で
に
、
女
性
２
人
と
男

性
１
人
の
死
亡
が
確
認
さ
れ

て
い
る
。
死
者
の
名
前
は
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
が
、

女
性
の
内
の
一
人
は
８
３
歳

だ
っ
た
と
い
う
。

　

ま
た
、
残
る
３
１
人
の
う

ち
の
２
６
人
は
軽
症
で
す
ん

だ
が
、
５
人
は
重
体
で
予
断

を
許
さ
な
い
状
態
だ
。
重
体

の
患
者
の
中
に
は
、
頭
蓋
骨

陥
没
を
起
こ
し
た
女
性
１
人

も
含
ま
れ
て
い
る
。
負
傷
者

の
一
部
は
カ
ラ
グ
ア
ー
市
や

タ
ウ
バ
テ
市
の
病
院
に
移
送

さ
れ
た
。

　

落
下
し
た
原
因
な
ど
に
関

し
て
は
現
在
、
州
道
路
警
察

が
調
査
中
だ
。

外国為替市況
中銀サイトより

9月15日午後 4時現在
米ドル相場

売　3.1148  R$
買　3.1141  R$

円相場
売　0.0281  R$
買　0.0281  R$

退任直前に告発第２弾
　

今
回
の
告
発
は
、
Ｐ
Ｍ
Ｄ

Ｂ
の
ロ
ビ
イ
ス
ト
だ
っ
た
ル

シ
オ
・
フ
ナ
ロ
被
告
や
、
Ｊ

＆
Ｆ
グ
ル
ー
プ
社
主
の
ジ
ョ

エ
ズ
レ
イ
・
バ
チ
ス
タ
氏
ら

が
行
っ
た
報
奨
付
供
述
（
デ

ラ
ソ
ン
・
プ
レ
ミ
ア
ー
ダ
）

に
基
づ
く
も
の
だ
。

　

Ｐ
Ｍ
Ｄ
Ｂ
の
下
院
グ
ル
ー

プ
に
よ
る
贈
収
賄
工
作
疑
惑

は
、
フ
ナ
ロ
氏
を
は
じ
め
と

す
る
ロ
ビ
イ
ス
ト
や
、
オ
デ

ブ
レ
ヒ
ト
、
Ｊ
＆
Ｆ
と
い
っ

た
企
業
関
係
者
の
デ
ラ
ソ
ン

ジ
ョ
エ
ズ
レ
イ
容
疑
者
聖
市
へ

帰
り
の
便
で
ク
ー
ニ
ャ
が
首
都
へ

亜
国
大
統
領
と
の
面
会
の
席
で

ジャノー
中銀経済活動指数

７
月
は
０・４
１
％
上
昇

（２）２０１７年 第４８号 ９月 日 （曜日）

小
型
バ
ス
が
高
速
道
か
ら
転
落

３
人
が
死
亡
し
５
人
が
重
体

聖 州



　
「
門も

ん

閥ば
つ

制せ
い

度ど

は
親お

や

の
敵か

た
きで
ご
ざ
る
」
福ふ

く

澤ざ
わ

諭ゆ

吉き
ち

の
生

し
ょ
う

涯が
い

は
、

こ
の
武ぶ

士し

と
し
て
の
意い

地じ

か
ら
始は

じ

ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
。「
親お

や

の
敵か

た
き」
と
は
比ひ

喩ゆ

で
は
な
い
。
諭ゆ

吉き
ち

の
父ち

ち

親お
や

は
学が

く

問も
ん

を
志

こ
こ
ろ
ざし
な

が
ら
も
、
下か

級き
ゅ
う

武ぶ

士し

と
し
て
細ほ

そ

々ぼ
そ

と
し
た
事じ

務む

的て
き

な
仕し

事ご
と

し

か
与あ

た

え
ら
れ
ず
に
、
４
５
歳さ

い

の
短み

じ
かい
生

し
ょ
う

涯が
い

を
終お

え
た
。

　
父ち

ち

の
生

し
ょ
う

涯が
い

、
４
５
年ね

ん

間か
ん

の
そ
の
間か

ん

、
封ほ

う

建け
ん

制せ
い

度ど

に
束そ

く

縛ば
く

さ

れ
て
何な

に

事ご
と

も
で
き
ず
、
空む

な

し
く
不ふ

平へ
い

を
呑の

ん
で
世よ

を
去さ

り
た

る
こ
そ
遺い

憾か
ん

な
れ
。
ま
た
初し

ょ

生せ
い

児じ

（
生う

ま
れ
た
ば
か
り
の
諭ゆ

吉き
ち

）
の
行い

く

末す
え

を
は
か
り
、
こ
れ
を
坊ぼ

う

主ず

に
し
て
も
名な

を
成な

さ

し
め
ん
と
ま
で
決け

っ

心し
ん

し
た
る
そ
の
心し

ん

中ち
ゅ
うの
苦く

る

し
さ
、
そ
の
愛あ

い

情じ
ょ
うの
深ふ

か

き
、
私わ

た
し
は
毎ま

い

度ど

こ
の
こ
と
を
思お

も

い
出だ

し
、
封ほ

う

建け
ん

の
門も

ん

閥ば
つ

制せ
い

度ど

を
憤

い
き
ど
おる
と
と
も
に
、
亡ぼ

う

父ふ

の
心し

ん

事じ

を
察さ

っ

し
て
独ひ

と

り
泣な

く
こ
と
が
あ
る
。私

わ
た
く
しの
た
め
に
門も

ん

閥ば
つ

制せ
い

度ど

は
親お

や

の
敵て

き

で
ご
ざ
る
。

［
１
，
ｐ
２
４
］

　
「
親お

や

の
敵か

た
き
」
と
は
、
武ぶ

士し

に
と
っ
て
は
一い

っ

生し
ょ
う

涯が
い

を
か
け
て
も

必か
な
らず
討う

ち
果は

た
さ
ず
に
は
面め

ん

目ぼ
く

の
立た

た
な
い
敵て

き

を
意い

味み

し
た
。

　

門も
ん

閥ば
つ

制せ
い

度ど

は
、
諭ゆ

吉き
ち

の
若わ

か

い
頃こ

ろ

こ
そ
私し

的て
き

な
「
親お

や

の
敵か

た
き
」

で
あ
っ
た
が
、
や
が
て
西せ

い

洋よ
う

の
学が

く

問も
ん

を
学ま

な

び
、
欧お

う

米べ
い

を
見け

ん

聞ぶ
ん

し
、

そ
の
ア
ジ
ア
侵し

ん

略り
ゃ
くの
実じ

つ

情じ
ょ
うを
目ま

の
当あ

た
り
に
す
る
に
つ
れ
て
、

門も
ん

閥ば
つ

制せ
い

度ど

か
ら
日に

本ほ
ん

国こ
く

民み
ん

を
解か

い

放ほ
う

し
、
一ひ

と

人り

一ひ
と

人り

が
独ど

く

立り
つ

自じ

文ぶ
ん

明め
い

開か
い

化か

の
志し

士し 

２００５年
ねん

１月
がつ

２３日
か

版
にち

尊そ
ん

の
精せ

い

神し
ん

を
持も

っ
て
、
そ
の
智ち

徳と
く

と
思し

想そ
う

、
技ぎ

術じ
ゅ
つを
磨み

が

か
な
け

れ
ば
、
日に

本ほ
ん

の
独ど

く

立り
つ

を
守ま

も

れ
な
い
、
と
い
う
考か

ん
が
え
に
成せ

い

長ち
ょ
うし
て

い
っ
た
。

　

明め
い

治じ

政せ
い

府ふ

が
徳と

く

川が
わ

幕ば
く

府ふ

を
倒た

お

し
た
後あ

と

は
、
ほ
ぼ
諭ゆ

吉き
ち

の
考

か
ん
が

え
通ど

お

り
の
方ほ

う

針し
ん

が
と
ら
れ
た
の
だ
が
、
そ
れ
に
は
幕ば

く

末ま
つ

か
ら
明め

い

治じ

に
か
け
て
の
諭ゆ

吉き
ち

の
そ
れ
こ
そ
「
親お

や

の
敵か

た
き」
を
討う

た
ん
と
す

る
ば
か
り
の
、
文ぶ

ん

明め
い

開か
い

化か

に
向む

け
た
必ひ

っ

死し

の
文ぶ

ん

筆ぴ
つ

活か
つ

動ど
う

が
原げ

ん

動ど
う

力り
ょ
くと
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

諭ゆ

吉き
ち

が
生う

ま
れ
た
の
は
、
天て

ん

保ぽ
う

５
（
１
８
３
５
）
年ね

ん

、
大お

お

阪さ
か

の
中な

か

津つ

藩は
ん

蔵く
ら

屋や

敷し
き

で
あ
っ
た
。
蔵く

ら

屋や

敷し
き

で
売ば

い

買ば
い

な
ど
を
し
て

い
た
父ち

ち

親お
や

が
亡な

く
な
る
と
、
母は

は

は
乳ち

飲の

み
子ご

の
諭ゆ

吉き
ち

と
そ
の

兄き
ょ
う

姉だ
い

た
ち
を
引ひ

き
連つ

れ
て
、九

き
ゅ
う

州し
ゅ
う

豊ぶ

前ぜ
ん

の
中な

か

津つ

藩は
ん

に
戻も

ど
っ
た
。

少し
ょ
う

年ね
ん

諭ゆ

吉き
ち

は
障

し
ょ
う

子じ

の
張は

り
替か

え
や
下げ

駄た

づ
く
り
な
ど
、
細ほ

そ

々ぼ
そ

と
し
た
仕し

事ご
と

を
し
て
家か

計け
い

を
助た

す

け
た
。

　

２
１
歳さ

い

の
時と

き

に
転て

ん

機き

が
訪お

と
ず
れ
た
。
安あ

ん

政せ
い

元が
ん

（
１
８
５
４
）

年ね
ん

２
月が

つ

、
藩は

ん

家か

老ろ
う

の
息む

す

子こ

・
奥お

く

平だ
い
ら

壱い

岐き

が
留

り
ゅ
う

学が
く

し
て
い
る
長な

が

崎さ
き

に
、
従

じ
ゅ
う

僕ぼ
く

の
資し

格か
く

で
移う

つ

り
住す

ん
だ
の
で
あ
る
。
壱い

岐き

の
紹

し
ょ
う

介か
い

で
、
山や

ま

本も
と

物も
の

次じ

郎ろ
う

と
い
う
砲ほ

う

術じ
ゅ
つ

家か

の
家い

え

に
住す

み
込こ

み
、
雑ざ

つ

用よ
う

を
し
な
が
ら
、
そ
こ
の
書し

ょ

生せ
い

に
オ
ラ
ン
ダ
語ご

を
習な

ら
っ
た
。

　

鋭え
い

敏び
ん

・
勤き

ん

勉べ
ん

な
諭ゆ

吉き
ち

が
山や

ま

本も
と

か
ら
目め

を
か
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
と
、
わ
が
ま
ま
息む

す

子こ

の
壱い

岐き

は
嫉し

っ

妬と

し
て
、
諭ゆ

吉き
ち

を

中な
か

津つ

に
帰か

え

そ
う
と
奸か

ん

計け
い

を
巡め

ぐ

ら
し
た
。
家か

老ろ
う

の
父ち

ち

に
頼た

の

ん
で
、

諭ゆ

吉き
ち

に
「
母は

は

、
急

き
ゅ
う

病び
ょ
うに
つ
き
至し

急き
ゅ
う

帰き

郷き
ょ
うせ
よ
」
と
い
う
手て

紙が
み

を
書か

い
て
貰も

ら
っ
た
の
で
あ
る
。

　

国く
に

許も
と

の
友ゆ

う

人じ
ん

か
ら
悪わ

る

巧だ
く

み
を
知し

ら
さ
れ
た
諭ゆ

吉き
ち

は
一い

ち

度ど

は

激げ
き

怒ど

し
た
が
、
家か

老ろ
う

の
息む

す

子こ

と
喧け

ん

嘩か

し
て
も
勝か

ち
目め

は
な
い

と
、
計け

い

略り
ゃ
くに
引ひ

っ
掛か

か
っ
た
振ふ

り
を
し
て
国く

に

許も
と

に
帰か

え

る
と
見み

せ

か
け
、
そ
の
ま
ま
大お

お

阪さ
か

に
行い

き
、
つ
て
を
得え

て
、
名め

い

医い

・
緒お

方が
た

洪こ
う

庵あ
ん

が
蘭ら

ん

学が
く

（
オ
ラ
ン
ダ
語ご

を
通つ

う

じ
た
西せ

い

洋よ
う

の
学が

く

問も
ん

）
を
教お

し

え
る
適て

き

塾じ
ゅ
くに
入

に
ゅ
う

門も
ん

し
た
。

３
．「
道み

ち

の
た
め
、
人ひ

と

の
た
め
」

　

蘭ら
ん

学が
く

に
は
身み

分ぶ
ん

は
関か

ん

係け
い

な
か
っ
た
。
適て

き

塾じ
ゅ
くは
自じ

由ゆ
う

な
雰ふ

ん

囲い

気き

に
溢あ

ふ

れ
、
蘭ら

ん

学が
く

の
実じ

つ

力り
ょ
くだ
け
が
問と

わ
れ
た
。
諭ゆ

吉き
ち

は
喜よ

ろ
こ
び

と
感か

ん

動ど
う

を
味あ

じ

わ
い
な
が
ら
、
西せ

い

洋よ
う

の
学が

く

問も
ん

を
、
砂す

な

が
水み

ず

を
吸

き
ゅ
う

収し
ゅ
うす
る
よ
う
に
学ま

な

ん
で
い
っ
た
。

　

昼
ち
ゅ
う

夜や

の
別べ

つ

な
く
机つ

く
えに
向む

か
い
、
疲つ

か

れ
れ
ば
机つ

く
えの
上う

え

に
う
つ
伏ぶ

せ
に
な
る
か
、
床と

こ

の
間ま

の
端は

し

を
枕ま

く
らに
う
た
た
寝ね

を
す
る
。
月つ

き

に

６
回か

い

、
会か

い

読ど
く

と
言い

っ
て
何な

ん

人に
ん

か
で
集あ

つ

ま
っ
て
、
原げ

ん

書し
ょ

を
訳や

く

す
。

そ
の
出で

来き

不ふ

出で

来き

で
学が

く

力り
ょ
くを
競き

そ

い
合あ

い
、等と

う

級き
ゅ
うが
つ
け
ら
れ
る
。

　

入い
り

塾じ
ゅ
くし
た
一い

ち

年ね
ん

目め

、
諭ゆ

吉き
ち

は
腸ち

ょ
う
チ
フ
ス
に
か
か
っ
て
ひ
ど
い

熱ね
つ

が
出で

た
。
す
る
と
、
洪こ

う

庵あ
ん

は
「
俺お

れ

は
お
前ま

え

の
病

び
ょ
う

気き

を
き
っ
と

診み

て
や
る
」
と
忙い

そ
が
し
い
合あ

い

間ま

を
ぬ
っ
て
、
毎ま

い

日に
ち

診し
ん

察さ
つ

に
来き

て
く

れ
た
。
こ
れ
は
諭ゆ

吉き
ち

に
は
生

し
ょ
う

涯が
い

、
忘わ

す

れ
ら
れ
ぬ
思お

も

い
出で

と
な
っ

た
。

　

洪こ
う

庵あ
ん

は
ド
イ
ツ
の
医い

書し
ょ

か
ら
医い

者し
ゃ

に
対た

い

す
る
訓く

ん

戒か
い

を
ま
と

め
て
い
た
。
そ
の
一い

ち

節せ
つ

に
は
こ
う
あ
っ
た
。

　

医い

者し
ゃ

が
世よ

に
生い

き
る
の
は
、
人ひ

と

の
た
め
だ
け
で
あ
り
、
己

お
の
れ

の
た
め
で
は
な
い
。
安あ

ん

逸い
つ

を
思お

も

わ
ず
、
名

み
ょ
う

利り

を
顧か

え
りみ
ず
、
た
だ

己お
の
れを
棄す

て
て
人ひ

と

を
救す

く

う
こ
と
を
念ね

ん

願が
ん

と
せ
よ
。

　

そ
し
て
洪こ

う

庵あ
ん

は
よ
く
手て

紙が
み

を
「
道み

ち

の
た
め
、
人ひ

と

の
た
め
」

と
結む

す

ん
だ
。
洪こ

う

庵あ
ん

の
看か

ん

病び
ょ
うは
ま
さ
に
こ
の
精せ

い

神し
ん

の
実じ

っ

践せ
ん

で
あ
っ

た
。
そ
の
姿し

勢せ
い

か
ら
、
諭ゆ

吉き
ち

は
学が

く

問も
ん

と
は
「
道み

ち

の
た
め
、
人ひ

と

の
た
め
」
と
い
う
こ
と
を
胸む

ね

に
深ふ

か

く
刻き

ざ

ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。

　

入
に
ゅ
う

門も
ん

し
て
３
年ね

ん

目め

の
安あ

ん

政せ
い

４
（
１
８
５
７
）
年ね

ん

、
諭ゆ

吉き
ち

は

塾じ
ゅ
く

長ち
ょ
うに
な
っ
た
。
さ
ら
に
翌よ

く

年と
し

に
は
、
中な

か

津つ

藩は
ん

か
ら
、
江え

戸ど

に
行い

っ
て
中な

か

津つ

藩は
ん

士し

に
蘭ら

ん

学が
く

を
教お

し

え
る
よ
う
に
と
の
命め

い

令れ
い

を
受う

け
た
。
ペ
リ
ー
率ひ

き

い
る
黒く

ろ

船ふ
ね

の
来ら

い

襲し
ゅ
うか
ら
、
各か

く

藩は
ん

は
競き

そ
っ
て
蘭ら

ん

学が
く

の
勉べ

ん

強き
ょ
うを
始は

じ

め
た
の
で
あ
る
。

　

藩は
ん

か
ら
は
家け

来ら
い

一ひ
と

人り

を
連つ

れ
て
行い

け
る
だ
け
の
支し

度た
く

金き
ん

が

出で

た
が
、
諭ゆ

吉き
ち

は
そ
れ
を
使つ

か
っ
て
塾

じ
ゅ
く

生せ
い

２
人り

を
連つ

れ
て
い
っ
た
。

一ひ
と

人り

で
も
多お

お

く
の
人じ

ん

物ぶ
つ

を
育そ

だ

て
た
い
と
い
う
「
道み

ち

の
た
め
、
人ひ

と

の
た
め
」
で
あ
る
。

　

江え

戸ど

で
１
０
人に

ん

ほ
ど
の
門も

ん

下か

生せ
い

に
蘭ら

ん

学が
く

を
教お

し

え
始は

じ

め
た
が
、

安あ
ん

政せ
い

６
（
１
８
５
９
）
年ね

ん

、
横よ

こ

浜は
ま

が
開か

い

港こ
う

し
て
外が

い

国こ
く

人じ
ん

の
居き

ょ

留り
ゅ
う

地ち

が
出で

来き

た
と
聞き

い
て
、
早さ

っ

速そ
く

行い

っ
て
み
た
が
、
諭ゆ

吉き
ち

の

オ
ラ
ン
ダ
語ご

は
ま
っ
た
く
通つ

う

じ
な
い
。
よ
う
や
く
オ
ラ
ン
ダ
語ご

の
で
き
る
ド
イ
ツ
人じ

ん

と
出で

会あ

っ
て
聞き

い
て
み
る
と
、
こ
こ
で
の
言こ

と

葉ば

は
英え

い

語ご

だ
と
い
う
。

　

丸ま
る

５
年ね

ん

も
死し

の
物も

の

狂ぐ
る

い
で
勉べ

ん

強き
ょ
うし
た
オ
ラ
ン
ダ
語ご

が
通つ

う

用よ
う

１
．「
門も

ん

閥ば
つ

制せ
い

度ど

は
親お

や

の
敵か

た
きで
ご
ざ
る
」

し
な
い
現げ

ん

実じ
つ

を
知し

っ
て
「
一い

ち

度ど

は
落ら

く

胆た
ん

し
た
が
同ど

う

時じ

に
ま
た
新あ

ら

た
に
志

こ
こ
ろ
ざ
しを
発は

っ

し
て
、
そ
れ
か
ら
は
い
っ
さ
い
万ば

ん

事じ

英え
い

語ご

と
覚か

く

悟ご

を
決き

め
」
た
。
英え

い

語ご

の
出で

来き

る
人ひ

と

を
探さ

が

し
回ま

わ

り
、
よ
う
や
く

幕ば
く

府ふ

の
通つ

う

詞じ

（
通つ

う

訳や
く

）
を
務つ

と

め
て
い
る
人ひ

と

が
英え

い

語ご

を
知し

っ
て
い

る
と
聞き

く
と
、
毎ま

い

朝あ
さ

一い
ち

時じ

間か
ん

も
か
け
て
、
そ
の
人ひ

と

の
も
と
に
通か

よ

い
、
英え

い

語ご

を
学ま

な

ん
だ
。
学が

く

問も
ん

の
志

こ
こ
ろ
ざ
しの
た
め
な
ら
、
ど
ん
な
苦く

労ろ
う

も
厭い

と

わ
な
い
諭ゆ

吉き
ち

で
あ
っ
た
。

　

英え
い

語ご

に
志

こ
こ
ろ
ざし
て
か
ら
４
、５
ヶ
月げ

つ

後ご

、
諭ゆ

吉き
ち

は
幕ば

く

府ふ

が
ア
メ

リ
カ
に
使し

節せ
つ

を
派は

遣け
ん

す
る
事こ

と

を
聞き

い
た
。
前ぜ

ん

年ね
ん

締て
い

結け
つ

さ
れ
た

日に
ち

米べ
い

修し
ゅ
う

好こ
う

通つ
う

商し
ょ
う

条じ
ょ
う

約や
く

の
批ひ

准じ
ゅ
ん

書し
ょ

交こ
う

換か
ん

を
ワ
シ
ン
ト
ン
で
行

お
こ
な

う
た
め
で
あ
っ
た
。
幕ば

く

府ふ

の
正せ

い

使し

を
迎む

か

え
る
た
め
に
ア
メ
リ
カ

は
軍ぐ

ん

艦か
ん

ポ
ー
ハ
タ
ン
号ご

う

を
差さ

し
回ま

わ

し
た
。
し
か
し
、
幕ば

く

府ふ

は

オ
ラ
ン
ダ
か
ら
購こ

う

入に
ゅ
うし
た
咸か

ん

臨り
ん

丸ま
る

を
日に

本ほ
ん

人じ
ん

だ
け
で
操そ

う

船せ
ん

し

て
、
護ご

衛え
い

に
つ
け
た
。
あ
く
ま
で
対た

い

等と
う

国こ
く

と
し
て
渡わ

た

り
合あ

お
う

と
い
う
独ど

く

立り
つ

国こ
く

と
し
て
の
「
意い

地じ

」
も
あ
ろ
う
。

　
こ
の
話は

な
し
を
聞き

い
た
諭ゆ

吉き
ち

は
、
何な

ん

と
か
し
て
こ
の
未み

知ち

の
大た

い

国こ
く

を
自じ

分ぶ
ん

の
目め

で
見み

、
実じ

っ

際さ
い

の
英え

い

語ご

に
触ふ

れ
た
い
と
思お

も
っ
た
。
そ

こ
で
幕ば

く

府ふ

で
地ち

位い

の
高た

か

い
蘭ら

ん

学が
く

医い

・
桂

か
つ
ら

川が
わ

甫ほ

周し
ゅ
うに
咸か

ん

臨り
ん

丸ま
る

の

一い
ち

員い
ん

に
加く

わ

え
て
も
ら
え
る
よ
う
周

し
ゅ
う

旋せ
ん

を
頼た

の

ん
だ
。
桂

か
つ
ら

川が
わ

は
諭ゆ

吉き
ち

の
人ひ

と

柄が
ら

と
蘭ら

ん

学が
く

の
実じ

つ

力り
ょ
くを
認み

と

め
て
い
た
の
で
、
咸か

ん

臨り
ん

丸ま
る

の
提て

い

督と
く

・
木き

村む
ら

摂せ
っ

津つ

守も
り

喜よ
し

毅た
け

に
推す

い

薦せ
ん

し
た
。
木き

村む
ら

は
諭ゆ

吉き
ち

を
引い

ん

見け
ん

し
た
う
え
で
、
即そ

く

座ざ

に
従

じ
ゅ
う

者し
ゃ

と
し
て
連つ

れ
て
い
く
こ
と
を
許ゆ

る

し

た
。

　
一い

っ

行こ
う

は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
大だ

い

歓か
ん

迎げ
い

を
受う

け
た
が
、
同ど

う

時じ

に
諭ゆ

吉き
ち

は
見み

る
も
の
聞き

く
も
の
、
驚お

ど
ろ
き
の
連れ

ん

続ぞ
く

だ
っ
た
。
高こ

う

価か

な
絨

じ
ゅ
う

毯た
ん

を
大お

お

広ひ
ろ

間ま

に
敷し

き
詰つ

め
、
そ
れ
を
靴く

つ

で
踏ふ

み
つ
け
る
。

江え

戸ど

で
は
火か

事じ

が
あ
る
と
「
釘く

ぎ

ひ
ろ
い
」
が
出で

る
の
に
、
こ
ち

ら
で
は
あ
ち
こ
ち
に
鉄て

つ

が
ゴ
ミ
同ど

う

然ぜ
ん

に
棄す

て
て
あ
る
、
等と

う

々と
う

、

米べ
い

国こ
く

の
富ふ

強き
ょ
うぶ
り
を
目ま

の
当あ

た
り
に
し
た
。

　

帰き

国こ
く

後ご

、
木き

村む
ら

の
紹

し
ょ
う

介か
い

に
よ
り
、
幕ば

く

府ふ

の
外が

い

国こ
く

方が
た

（
今い

ま

の

外が
い

務む

省し
ょ
うに
あ
た
る
）で
翻ほ

ん

訳や
く

に
従

じ
ゅ
う

事じ

し
て
い
る
と
、今こ

ん

度ど

は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
行ゆ

き
の
命め

い

令れ
い

が
下く

だ

っ
た
。
米べ

い

国こ
く

と
同ど

う

様よ
う

、
英え

い

仏ふ
つ

に
も
外が

い

交こ
う

使し

節せ
つ

を
派は

遣け
ん

す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
翻ほ

ん

訳や
く

方が
た

に
任に

ん

命め
い

さ
れ

た
の
で
あ
る
。

　

文ぶ
ん

久き
ゅ
う

元が
ん

（
１
８
６
１
）
年ね

ん

１
２
月が

つ

、
イ
ギ
リ
ス
差さ

し
回ま

わ

し

の
軍ぐ

ん

艦か
ん

オ
ー
デ
ィ
ー
ン
号ご

う

で
品し

な

川が
わ

を
出

し
ゅ
っ

発ぱ
つ

し
、
長な

が

崎さ
き

経け
い

由ゆ

で
香ほ

ん

港こ
ん

に
着つ

く
。
そ
こ
で
の
光こ

う

景け
い

は
生

し
ょ
う

涯が
い

、
忘わ

す

れ
ら
れ
な
い
も
の
に

な
っ
た
。

　
い
た
る
と
こ
ろ
イ
ギ
リ
ス
船せ

ん

が
い
か
り
を
お
ろ
し
、
そ
の
保ほ

護ご

の
た
め
に
無む

数す
う

の
軍ぐ

ん

艦か
ん

が
海か

い

上じ
ょ
うに
あ
っ
た
。

　

中
ち
ゅ
う

国ご
く

人じ
ん

の
小

し
ょ
う

商し
ょ
う

人に
ん

が
艦か

ん

に
や
っ
て
き
て
諭ゆ

吉き
ち

ら
に
靴く

つ

を
売う

り
つ
け
よ
う
と
し
て
い
た
。
諭ゆ

吉き
ち

は
一い

っ

足そ
く

買か

う
つ
も
り
で
値ね

段だ
ん

の
交こ

う

渉し
ょ
うを
始は

じ

め
た
。
退た

い

屈く
つ

ま
ぎ
れ
に
わ
ざ
と
手て

間ま

取ど

っ
て
い
る

と
、
事じ

情じ
ょ
うを
知し

ら
な
い
イ
ギ
リ
ス
人じ

ん

が
そ
れ
を
見み

て
飛と

ん
で
き

た
。
何な

に

か
狡こ

う

猾か
つ

な
小

し
ょ
う

商し
ょ
う

人に
ん

と
で
も
思お

も

っ
た
の
か
、
そ
の
靴く

つ

を

サ
ッ
と
奪う

ば

い
取と

り
、
２
ド
ル
を
諭ゆ

吉き
ち

に
出だ

さ
せ
る
と
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

人じ
ん

に
投な

げ
与あ

た

え
、
も
の
も
言い

わ
ず
に
ス
テ
ッ
キ
を
ふ
る
っ
て
艦か

ん

か

ら
追お

い
出だ

し
て
し
ま
っ
た
。
中

ち
ゅ
う

国ご
く

人じ
ん

は
価あ

た
いの
当と

う

否ひ

も
言い

わ
ず
た

だ
恐

き
ょ
う

縮し
ゅ
くし
て
出で

て
行い

っ
た
。

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるような話
はなし

を毎
まいしゅう

週
掲

けいさい

載しています。より多
おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や日
に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもらい、少
すこ

し
でも日

に

本
ほん

に興
きょう

味
み

を持
も

ってもらえるよう、
最
も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を読
よ

んで
いない兄

きょうだい

弟や子
こ

や孫
まご

などに記
きじ

事を紹
しょうかい

介
してください。

（ニッケイ新
しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

２
．
家か

老ろ
う

の
息む

す

子こ

の
悪わ

る

巧だ
く

み

　
こ
れ
を
見み

た
諭ゆ

吉き
ち

は
・
・
・
慨が

い

然ぜ
ん

と
し
て
国こ

く

力り
ょ
くの
差さ

を
痛つ

う

感か
ん

し
、
世せ

界か
い

の
海う

み

を
制せ

い

圧あ
つ

し
て
い
る
イ
ギ
リ
ス
の
国こ

く

威い

を
羨う

ら
やむ

し
か
な
か
っ
た
。［
１
，ｐ
１
６
８
］

　

当と
う

時じ

の
日に

本ほ
ん

は
、
極

き
ょ
く

東と
う

の
一い

ち

小し
ょ
う

国こ
く

。
列れ

っ

強き
ょ
うに
軍ぐ

ん

艦か
ん

と
大た

い

砲ほ
う

で
脅お

び
や
か
さ
れ
、
国こ

く

内な
い

は
幕ば

く

府ふ

と
薩さ

っ

長ち
ょ
うが
勢せ

い

力り
ょ
く

争あ
ら
そい
を
し
て
い

た
。
諭ゆ

吉き
ち

は
、
清し

ん

国こ
く

の
よ
う
に
日に

本ほ
ん

が
欧お

う

米べ
い

列れ
っ

強き
ょ
うに
蹂

じ
ゅ
う

躙り
ん

さ

れ
る
こ
と
は
絶ぜ

っ

対た
い

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
、
と
考か

ん
が
え
た
。

　
ロ
ン
ド
ン
で
は
、
清し

ん

国こ
く

か
ら
の
留

り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

が
諭ゆ

吉き
ち

ら
の
ホ
テ
ル

を
訪た

ず

ね
て
き
た
。
彼か

れ

は
東と

う

洋よ
う

の
革か

く

新し
ん

の
た
め
に
は
お
互た

が

い
に
西せ

い

洋よ
う

文ぶ
ん

明め
い

を
輸ゆ

入に
ゅ
うす
る
こ
と
で
あ
る
、
と
述の

べ
、「
今い

ま

の
日に

本ほ
ん

で

洋よ
う

書し
ょ

を
読よ

め
て
そ
の
意い

味み

を
理り

解か
い

し
、
か
つ
教お

し

え
ら
れ
る
人ひ

と

は

何な
ん

人に
ん

ぐ
ら
い
い
る
か
」
と
聞き

い
た
。

　

諭ゆ

吉き
ち

が
「
正せ

い

確か
く

に
は
分わ

か
ら
な
い
が
、
日に

っ

本ぽ
ん

国こ
く

中じ
ゅ
うで
は
お

よ
そ
５
０
０
人に

ん

は
い
る
で
し
ょ
う
」
と
答こ

た

え
た
。「
清し

ん

国こ
く

で

は
い
か
が
か
」
と
問と

う
と
、
相あ

い

手て

は
指ゆ

び

折お

り
し
な
が
ら
数か

ぞ

え
、

「
１
１
人に

ん

に
す
ぎ
な
い
」
と
嘆た

ん

息そ
く

し
た
。

　

諭ゆ

吉き
ち

は
密ひ

そ

か
に
思お

も

っ
た
。
日に

本ほ
ん

は
開か

い

国こ
く

後ご

わ
ず
か
１
０
年ね

ん

に
満み

た
な
い
が
、
洋よ

う

学が
く

は
９
０
年ね

ん

前ま
え

の
杉す

ぎ

田た

玄げ
ん

白ぱ
く

ら
に
よ
る

『
解か

い

体た
い

新し
ん

書し
ょ

』
翻ほ

ん

訳や
く

か
ら
始は

じ

ま
っ
て
お
り
、
洪こ

う

庵あ
ん

の
よ
う
に
富ふ

う

貴き

や
栄え

い

達た
つ

を
求も

と

め
ず
、ひ
た
す
ら
「
道み

ち

の
た
め
、人ひ

と

の
た
め
」に
、

金き
ん

に
も
な
ら
な
い
洋よ

う

学が
く

を
志

こ
こ
ろ
ざす
人ひ

と

々び
と

が
５
０
０
人に

ん

は
い
る
。

　

そ
れ
に
対た

い

し
て
、
清し

ん

国こ
く

は
開か

い

国こ
く

以い

来ら
い

ほ
と
ん
ど
１
０
０
年ね

ん

余よ

。
そ
の
間か

ん

２
回か

い

も
外が

い

国こ
く

と
戦た

た
かい
、
西せ

い

洋よ
う

文ぶ
ん

明め
い

の
強

き
ょ
う

勢せ
い

ぶ
り

を
目ま

の
当あ

た
り
に
し
な
が
ら
、
数す

う

億お
く

の
国こ

く

民み
ん

中ち
ゅ
う、
洋よ

う

学が
く

を
志

こ
こ
ろ
ざ

す
も
の
わ
ず
か
１
１
人に

ん

と
は
。
彼か

れ

ら
の
英え

い

語ご

は
、
単た

ん

に
茶ち

ゃ

を

売う

る
た
め
に
＂
ｔ
ｅ
ａ
＂
の
語ご

を
知し

る
の
み
、
目め

先さ
き

の
金か

ね

を

得う

る
た
め
だ
け
の
英え

い

語ご

に
過す

ぎ
な
い
。
こ
れ
で
は
進し

ん

歩ぽ

に
遅お

く

れ

を
と
る
だ
ろ
う
。

　

諭ゆ

吉き
ち

は
、
欧お

う

州し
ゅ
う

各か
っ

国こ
く

で
議ぎ

会か
い

制せ
い

度ど

、
陸り

く

海か
い

軍ぐ
ん

の
規き

則そ
く

、
会か

い

社し
ゃ

の
仕し

組く

み
、
民み

ん

間か
ん

に
よ
る
鉄て

つ

道ど
う

事じ

業ぎ
ょ
う・
ガ
ス
事じ

業ぎ
ょ
うな
ど
、

西せ
い

洋よ
う

文ぶ
ん

明め
い

の
仕し

組く

み
を
貪む

さ
ぼ
る
よ
う
に
観か

ん

察さ
つ

し
、
ま
た
多お

お

く
の

洋よ
う

書し
ょ

を
購こ

う

入に
ゅ
うし
た
。

　
ロ
ン
ド
ン
か
ら
は
、
中な

か

津つ

藩は
ん

の
重

じ
ゅ
う

役や
く

に
軍ぐ

ん

政せ
い

改か
い

革か
く

・
洋よ

う

学が
く

振し
ん

興こ
う

を
促う

な
が
す
手て

紙が
み

を
書か

き
送お

く
っ
て
い
る
が
、
そ
の
中な

か

に
は
次つ

ぎ

の

よ
う
な
一ひ

と

節ふ
し

が
あ
っ
た
。

　

当と
う

今こ
ん

の
急

き
ゅ
う

務む

は
富ふ

国こ
く

強き
ょ
う

兵へ
い

で
す
。
富ふ

国こ
く

強き
ょ
う

兵へ
い

の
本ほ

ん

は
人じ

ん

物ぶ
つ

の
養よ

う

育い
く

に
専せ

ん

心し
ん

す
る
こ
と
で
す
。［
１
，
ｐ
１
７
４
］

　

約や
く

一い
ち

年ね
ん

の
欧お

う

州し
ゅ
う

視し

察さ
つ

か
ら
帰か

え

っ
て
く
る
と
、
日に

本ほ
ん

国こ
く

内な
い

は

攘じ
ょ
う

夷い

一い
ち

色し
ょ
くに
染そ

ま
っ
て
い
た
。
京

き
ょ
う

都と

を
尊そ

ん

王の
う

攘じ
ょ
う

夷い

派は

が
押お

さ

え
、
攘

じ
ょ
う

夷い

決け
っ

行こ
う

を
要よ

う

求き
ゅ
うし
て
幕ば

く

府ふ

を
難な

ん

詰き
つ

し
、「
天て

ん

誅ち
ゅ
う」
と
い

う
名な

の
暗あ

ん

殺さ
つ

が
横お

う

行こ
う

し
た
。
攘

じ
ょ
う

夷い

浪ろ
う

士し

ら
は
外が

い

国こ
く

人じ
ん

と
見み

る

や
危き

害が
い

に
及お

よ

ん
だ
。

　

諭ゆ

吉き
ち

は
幕ば

く

府ふ

の
外が

い

国こ
く

方が
た

で
、
外が

い

国こ
く

と
の
緊き

ん

迫ぱ
く

し
た
や
り
と

り
の
文ぶ

ん

書し
ょ

を
翻ほ

ん

訳や
く

す
る
多た

忙ぼ
う

な
仕し

事ご
と

の
傍か

た
わ
ら
で
、
英え

い

学が
く

塾じ
ゅ
くで

人じ
ん

材ざ
い

育い
く

成せ
い

を
図は

か

り
、
ま
た
『
西せ

い

洋よ
う

事じ

情じ
ょ
う』
の
執し

っ

筆ぴ
つ

に
打う

ち
込こ

ん
だ
。
攘

じ
ょ
う

夷い

論ろ
ん

一い
っ

色し
ょ
く、
暗あ

ん

殺さ
つ

横お
う

行こ
う

の
殺さ

つ

伐ば
つ

と
し
た
世せ

情じ
ょ
うを
横よ

こ

　

無む

数す
う

の
イ
ギ
リ
ス
軍ぐ

ん

艦か
ん

が
浮う

か
ぶ
香ほ

ん

港こ
ん

で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

諭ゆ

吉き
ち

は
何な

に

を
考か

ん
が

え
た
の
か
。

９
．
新あ

た
ら

し
い
日に

本ほ
ん

を

       

作つ
く

る
た
め
の
一い

ち

大だ
い

事じ

業ぎ
ょ
う

目め

に
、
諭ゆ

吉き
ち

は
日に

ち

夜や

、
西せ

い

洋よ
う

紹し
ょ
う

介か
い

の
た
め
の
筆ふ

で

を
賢け

ん

明め
い

に
走は

し

ら
せ
た
。
こ
う
い
う
生せ

い

活か
つ

が
４
年ね

ん

続つ
づ

い
た
。

　

慶け
い

応お
う

３
（
１
８
６
７
）
年ね

ん

１
月が

つ

、
諭ゆ

吉き
ち

は
二に

度ど

目め

の
渡と

米べ
い

の
機き

会か
い

を
得え

て
、
出

し
ゅ
っ

発ぱ
つ

し
た
が
、
そ
の
前ぜ

ん

年ね
ん

末ま
つ

に
『
西せ

い

洋よ
う

事じ

情じ
ょ
う』
を
出

し
ゅ
っ

版ぱ
ん

し
て
い
た
。
そ
れ
を
読よ

ん
だ
攘

じ
ょ
う

夷い

浪ろ
う

士し

が
「
西せ

い

洋よ
う

か
ぶ
れ
の
福ふ

く

澤ざ
わ

諭ゆ

吉き
ち

、
け
し
か
ら
ん
」
と
斬き

り
つ
け
よ
う
に

も
、
日に

本ほ
ん

に
い
な
け
れ
ば
仕し

方か
た

が
な
い
。

　

し
か
し
、
そ
ん
な
心し

ん

配ぱ
い

は
無む

用よ
う

だ
っ
た
。『
西せ

い

洋よ
う

事じ

情じ
ょ
う』
は

諭ゆ

吉き
ち

が
渡と

米べ
い

し
て
い
る
間あ

い
だ
に
、
日に

っ

本ぽ
ん

国こ
く

中じ
ゅ
うに
す
さ
ま
じ
い
反は

ん

響き
ょ
うを
呼よ

ん
だ
。
正せ

い

式し
き

な
版は

ん

だ
け
で
１
５
万ま

ん

部ぶ

を
下く

だ

ら
ず
、
偽ぎ

版ば
ん

も
入い

れ
れ
ば
２
０
万ま

ん

か
ら
２
５
万ま

ん

部ぶ

は
売う

れ
た
と
い
う
。

　

坂さ
か

本も
と

龍り
ょ
う

馬ま

は
『
西せ

い

洋よ
う

事じ

情じ
ょ
う』
を
読よ

ん
で
「
船せ

ん

中ち
ゅ
う

八は
っ

策さ
く

」

を
つ
く
り
、
土と

佐さ

の
後ご

藤と
う

象し
ょ
う

二じ

郎ろ
う

に
示し

め

し
た
。
こ
れ
を
も
と

に
後ご

藤と
う

は
大た

い

政せ
い

奉ほ
う

還か
ん

の
建け

ん

白ぱ
く

書し
ょ

を
書か

き
、
将

し
ょ
う

軍ぐ
ん

・
徳と

く

川が
わ

慶よ
し

喜の
ぶ

に
提て

い

出し
ゅ
つし
た
。
後ご

藤と
う

が
慶よ

し

喜の
ぶ

に
謁え

っ

見け
ん

し
て
、
大た

い

政せ
い

奉ほ
う

還か
ん

を
説と

い
た
所と

こ
ろ
が
、
慶よ

し

喜の
ぶ

は
後ご

藤と
う

な
ど
よ
り
西せ

い

洋よ
う

の
事じ

情じ
ょ
うに
詳く

わ

し
く
、

後ご

藤と
う

を
驚お

ど
ろ
か
せ
た
が
、
こ
れ
は
慶よ

し

喜の
ぶ

自じ

身し
ん

が
『
西せ

い

洋よ
う

事じ

情じ
ょ
う』

を
丁て

い

寧ね
い

に
読よ

ん
で
い
た
か
ら
だ
と
い
う
。

　
『
西せ

い

洋よ
う

事じ

情じ
ょ
う』
は
岩い

わ

倉く
ら

具と
も

視み

、
西さ

い

郷ご
う

隆た
か

盛も
り

、
大お

お

久く

保ぼ

利と
し

通み
ち

、

高た
か

杉す
ぎ

晋し
ん

作さ
く

、
伊い

藤と
う

博ひ
ろ

文ぶ
み

な
ど
朝

ち
ょ
う

廷て
い

や
薩さ

っ

長ち
ょ
うの
指し

導ど
う

者し
ゃ

層そ
う

に
も
、

広ひ
ろ

く
読よ

ま
れ
た
。
特と

く

に
西さ

い

郷ご
う

は
諭ゆ

吉き
ち

の
著ち

ょ

書し
ょ

に
多た

大だ
い

の
影え

い

響
き
ょ
う

を
受う

け
、『
文ぶ

ん

明め
い

論ろ
ん

の
概が

い

略り
ゃ
く』
を
「
そ
の
識し

き

見け
ん

、
議ぎ

論ろ
ん

の
卓た

く

絶ぜ
つ

せ
る
の
を
賞

し
ょ
う

賛さ
ん

し
て
や
ま
」
ず
、
少

し
ょ
う

年ね
ん

子し

弟て
い

に
勧す

す

め
た
。
ま
た

西せ
い

南な
ん

戦せ
ん

争そ
う

前ま
え

に
東と

う

京き
ょ
うに
滞た

い

在ざ
い

し
て
い
た
お
り
に
は
、
鹿か

児ご

島し
ま

の

子し

弟て
い

に
諭ゆ

吉き
ち

の
塾じ

ゅ
くに
入は

い

る
よ
う
勧す

す

め
、
西さ

い

郷ご
う

自じ

身し
ん

が
保ほ

証し
ょ
う

人に
ん

と
な
っ
た
慶け

い

應お
う

義ぎ

塾じ
ゅ
く

入に
ゅ
う

門も
ん

者し
ゃ

も
２
名め

い

い
る
。
西さ

い

郷ご
う

を
西せ

い

洋よ
う

文ぶ
ん

明め
い

に
理り

解か
い

の
な
い
時じ

代だ
い

遅お
く

れ
の
封ほ

う

建け
ん

主し
ゅ

義ぎ

者し
ゃ

と
捉と

ら

え
る
見み

方か
た

は
見み

直な
お

し
の
必ひ

つ

要よ
う

が
あ
る
。

　

慶け
い

応お
う

４
（
１
８
６
８
）
年と

し

３
月が

つ

１
４
日か

、
京

き
ょ
う

都と

紫し

宸し
ん

殿で
ん

で

明め
い

治じ

天て
ん

皇の
う

が
「
五ご

カ
条じ

ょ
う
の
御ご

誓せ
い

文も
ん

」
を
神し

ん

明め
い

に
誓ち

か

わ
れ
た
。

そ
の
冒ぼ

う

頭と
う

の
一い

ち

条じ
ょ
うは
「
広ひ

ろ

く
会か

い

議ぎ

を
興お

こ

し
、
万ば

ん

機き

公こ
う

論ろ
ん

に
決け

っ

す

べ
し
」
で
、「
会か

い

議ぎ

」、「
公こ

う

論ろ
ん

」
の
語ご

句く

は
『
西せ

い

洋よ
う

事じ

情じ
ょ
う』
か

ら
と
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

　

第だ
い

４
条じ

ょ
う
の
「
旧

き
ゅ
う

来ら
い

の
陋ろ

う

習し
ゅ
う（
ろ
う
し
ゅ
う
、
悪わ

る

い
習

し
ゅ
う

慣か
ん

）

を
破や

ぶ

り
、
天て

ん

地ち

の
公こ

う

道ど
う

に
基も

と

づ
く
べ
し
」
は
、
四し

民み
ん

平び
ょ
う

等ど
う

に

よ
っ
て
諭ゆ

吉き
ち

が
「
親お

や

の
敵て

き

」
と
し
た
門も

ん

閥ば
つ

制せ
い

度ど

の
打だ

破は

に
つ
な

が
っ
た
。
さ
ら
に
第だ

い

５
条じ

ょ
うの
「
智ち

識し
き

を
世せ

界か
い

に
求も

と

め
、
大お

お

い
に

皇す
べ
ら
ぎ

基も
と

を
振ふ

り

起お
こ

す
べ
し
」
は
、
諭ゆ

吉き
ち

の
学が

く

問も
ん
へ
の
志

こ
こ
ろ
ざ
しそ
の
ま
ま

で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
「
文ぶ

ん

明め
い

開か
い

化か

」
に
よ
る
他ほ

か

に
、
国こ

っ

家か

の

独ど
く

立り
つ

を
維い

持じ

す
る
道み

ち

は
な
い
、
と
い
う
諭ゆ

吉き
ち

の
考か

ん
が
え
が
、
明め

い

治じ

日に

本ほ
ん

の
国こ

っ

家か

方ほ
う

針し
ん

と
し
て
宣の

ぶ

明あ
き

さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
同お

な

じ
日ひ

に
、
西さ

い

郷ご
う

が
官か

ん

軍ぐ
ん

の
参さ

ん

謀ぼ
う

と
し
て
江え

戸ど

の
薩さ

つ

摩ま

屋や

敷し
き

で
勝か

つ

海か
い

舟し
ゅ
うと
会か

い

見け
ん

し
、
江え

戸ど

城じ
ょ
うの
無む

血け
つ

開か
い

城じ
ょ
うが
決き

ま
っ

た
。
５
月が

つ

１
５
日に

ち

、
こ
れ
を
不ふ

服ふ
く

と
し
て
、
上う

え

野の

寛か
ん

永え
い

寺て
ら

に
立た

て
籠こ

も
る
彰

し
ょ
う

義ぎ

隊た
い

を
、
官か

ん

軍ぐ
ん

が
攻こ

う

撃げ
き

。
大た

い

砲ほ
う

の
音お

と

は
芝し

ば

の
慶け

い

応お
う

義ぎ

塾じ
ゅ
くま
で
響ひ

び

き
、
塾

じ
ゅ
く

生せ
い

た
ち
は
不ふ

安あ
ん

に
落お

ち
着つ

き
を

失う
し
な
っ
た
。
講こ

う

義ぎ

し
て
い
た
諭ゆ

吉き
ち

は
、

　

上う
え

野の

と
芝し

ば

で
は
二に

里り

も
離は

な

れ
て
い
る
か
ら
大た

い

砲ほ
う

の
弾た

ま

が
飛と

ん

で
く
る
気き

遣づ
か

い
は
な
い
。
こ
ん
な
戦せ

ん

争そ
う

は
３
日か

と
続つ

づ

か
な
い
。

す
ぐ
に
鎮し

ず

ま
る
か
ら
慌あ

わ

て
る
こ
と
は
な
い
。
と
、
塾

じ
ゅ
く

生せ
い

た
ち
を

（３） ２０１７年第４８�４０号 	 ９月	１６日	（土曜日）

席せ
き

に
つ
か
せ
、講こ

う

義ぎ

を
続つ

づ

け
た
。
戦た

た
かい
は
近ち

か

い
う
ち
に
終お

わ
り
、

高た
か

い
文ぶ

ん

明め
い

を
も
つ
独ど

く

立り
つ

国こ
っ

家か

・
日に

本ほ
ん

を
建け

ん

設せ
つ

す
る
た
め
の
一い

ち

大だ
い

事じ

業ぎ
ょ
うが
始は

じ

ま
る
。
そ
の
日ひ

の
た
め
に
、
諭ゆ

吉き
ち

は
一い

ち

日に
ち

も
早は

や

く
、

４
．
新あ

ら

た
な
志

こ
こ
ろ
ざ
し

一ひ
と

人り

で
も
多お

お

く
の
人じ

ん

材ざ
い

を
養よ

う

成せ
い

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
あ
る
。

（
文ぶ

ん

責せ
き

：
伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

）

■
参さ

ん

考こ
う

文ぶ
ん

献け
ん

■

１
．
川か

わ

村む
ら

真し
ん

二じ

『
福ふ

く

澤ざ
わ

諭ゆ

吉き
ち

快か
い

男だ
ん

児じ

の
生

し
ょ
う

涯が
い

』、
日に

っ

経け
い

ビ

ジ
ネ
ス
文ぶ

ん

庫こ

、
Ｈ
１
２

６
．
国こ

く

力り
ょ
く

の
差さ

８
．『
西せ

い

洋よ
う

事じ

情じ
ょ
う
』
の
衝し

ょ
う
撃げ

き

福ふ
く

澤ざ
わ  

諭ゆ

吉き
ち

福
ふく

澤
ざわ

  諭
ゆ

吉
きち

５
．
米べ

い

国こ
く

の
富ふ

強き
ょ
う

７
．「
富ふ

国こ
く

強き
ょ
う

兵へ
い

の
本ほ

ん

は

         

人じ
ん

物ぶ
つ

の
養よ

う

育い
く

」
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A visita do premiê japonês à Índia e 
perspectivas das relações nipo-indianas

Estas notícias são produzidas pela 
NHK WORLD RÁDIO JAPÃO. 
nhk.jp/portuguese

Diplomacia (13/09/2017)

Entre quarta e sexta-fei-
ra desta semana, o pri-
meiro-ministro do Japão 
vai à Índia. Durante a 
visita, Shinzo Abe plane-
ja discutir o incremento 
de laços bilaterais com o 
premiê indiano Narendra 
Damodaras Modi.
No Comentário de hoje, 
vamos ouvir Brahma 
Chellaney, professor de 
estudos estratégicos do 
Centro de Pesquisa de 
Políticas em Nova Délhi. 
Especialista em geoestra-
tégia e segurança, Chella-
ney vai nos falar sobre as 
perspectivas para as rela-
ções Japão-Índia em áreas 
tais como a economia e a 
segurança.
Ele diz: “O primeiro-
ministro Abe vai tentar 
consolidar os laços cada 
vez mais próximos com a 
Índia. Não acredito que a 
visita terá um caráter de-
cisório porque isto é um 
processo em andamento. 
A relação bilateral vem 
se aproximando cada vez 
mais, e a cooperação vem 

aumentando em diversas 
áreas. Por isso, Abe vai 
vir principalmente para 
consolidar esta tendência 
e, se possível, dinamizar 
ainda mais a relação.
Bem da verdade, o Japão 
e a Índia compartilham 
de demandas e necessi-
dades econômicas com-
plementares. Mesmo as 
metas dos dois países se 
completam. Afinal, por 
um lado, o Japão é uma 
economia muito forte no 
setor de indústria pesada 
e alta tecnologia. Já a Ín-
dia é uma economia vol-
tada em grande parte para 
o setor de serviços.
A Índia, aliás, está ten-
tando ampliar sua capa-
cidade industrial. O país 
precisa ainda de tecno-
logia para incrementar o 
crescimento do seu Pro-
duto Interno Bruto, que já 
é muito impressionante. 
No entanto, os indianos 
precisam de ajuda na área 
tecnológica para acelerar 
ainda mais o crescimento 
do PIB.

Para mim, o Japão e a Ín-
dia estão em uma situa-
ção ideal para formarem 
uma parceria próxima, 
já que o Japão precisa de 
novos mercados. A Índia 
é o maior mercado ima-
ginável, já que o mercado 
chinês encontra-se agora 
relativamente saturado. A 
economia indiana precisa 
de um parceiro próximo 
capaz de trabalhar junto 
no front tecnológico, na 
capacidade industrial, e o 
Japão se destaca como o 
parceiro ideal para a Índia.
Os dois países estão em 
áreas fundamentais da 
Ásia. O Japão é simples-
mente o mais importan-
te ator no Leste Asiático. 
Mesmo que a China esteja 
buscando tirar este papel 
do Japão na região, o ar-
quipélago está posiciona-
do de maneira estratégica. 
Assim, o país é capaz de 
controlar o acesso da ma-
rinha chinesa ao Pacífico 
através das ilhas do oeste 
do Japão. Por conta disso, 

dada a geografia japone-
sa, o país vai continuar 
sendo um ator central no 
Leste Asiático.
A Índia, por sua vez, é 
central no Oceano Índico 
e na região sul da Ásia. 
Se Japão e Índia juntarem 
forças na questão da se-
gurança, eles vão ser ca-
pazes de garantir o equi-
líbrio de poderes. Os dois 
podem assegurar que a 
balança do poder na Ásia 
não será desestabilizada.
Na minha opinião, o pre-
miê Abe espera que a re-
lação com a Índia amadu-
reça durante seu mandato 
e que a colaboração na 
área da defesa entre os 
dois países se torne um 
exemplo. E isso pode ser 
algo transformador.”

Começa seleção de mascotes para 
Jogos de Tóquio 2020

Jogos Olímpicos (13/09/2017)

Organizadores das Olim-
píadas e Paralimpíadas de 
Tóquio 2020 estão esco-
lhendo os finalistas para a 
seleção dos mascotes ofi-
ciais dos jogos.
Mais de 2.000 inscrições 
foram feitas desde que o 
processo começou no mês 
passado. Destas, 1.753 

cumpriram os requisitos 
básicos. Na quinta-feira, 
a comissão vai escolher 
cerca de 100 propostas. 
Depois disso, até meados 
de outubro, os organiza-
dores pretendem fazer 
duas rodadas de seleção 
para montar a lista de 3 ou 
4 finalistas. A decisão fi-

Suzuki celebra inauguração 
de terceira fábrica na Índia

Economia (15/09/2017)

A empresa japonesa 
Suzuki Motor inaugurou 
sua terceira fábrica na Ín-
dia.
Uma cerimônia para ce-
lebrar a inauguração foi 
realizada no estado de 

Gujarat, no oeste do país, 
na quinta-feira. O premiê 
japonês, Shinzo Abe, e 
sua contraparte indiana, 
Narendra Modi, participa-
ram do evento após uma 
reunião de cúpula.

nal caberá a estudantes 
de escolas primárias de 
todo o Japão, que vão 
escolher os mascotes 
em uma votação agen-
dada para dezembro e 
janeiro.
quarta-feira, 13 de se-
tembro 06:22

Míssil da Coreia do Norte 
faz trajeto de cerca de 
3.700 quilômetros

Coreia do Norte (15/09/2017)

O Ministério da Defesa 
do Japão citou que o mís-
sil balístico lançado pela 
Coreia do Norte caiu no 
Oceano Pacífico, cerca de 
2.200 quilômetros ao leste 
de Hokkaido, no norte do 
Japão, nesta sexta-feira de 
manhã.
Funcionários do minis-
tério dizem que o míssil 
foi lançado por volta das 
6h57, hora local do Japão, 
de Sunan, na costa oeste 
da Coreia do Norte.
O projétil sobrevoou 
Hokkaido e caiu no Oce-
ano Pacífico, fora da zona 

econômica exclusiva do 
Japão, cerca de 19 minu-
tos depois.
Os funcionários estimam 
que o míssil tenha vo-
ado aproximadamente 
3.700 quilômetros e atin-
gido uma altitude de cer-
ca de 800 quilômetros. 
Disseram, também, que 
nenhum fragmento do 
projétil caiu no território 
japonês e que nenhum na-
vio ou aeronave foi atin-
gido.
Ainda segundo os fun-
cionários, o míssil parece 
ser do tipo balístico de al-

cance intermediário Hwa-
song-12. O Norte lançou 
um míssil similar no mês 
de agosto.
Eles disseram que os dois 
mísseis foram lançados na 
mesma direção, contudo, 
este último viajou cerca de 
1.000 quilômetros a mais 
e subiu uns 250 quilôme-
tros mais alto.
Os funcionários do Minis-
tério da Defesa disseram 
que a Coreia do Norte 
está aprimorando gradati-
vamente a capacidade e a 
confiabilidade da sua tec-
nologia de mísseis.

A fábrica da Suzuki é a 
maior da Índia e pode 
produzir até 250 mil 
unidades anualmente. 
A montadora informou 
ter planos para triplicar 
a capacidade.
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地じ

元も
と

生せ
い

産さ
ん

さ
れ
た
果か

実じ
つ

が
販は

ん

売ば
い

さ
れ
た
ほ
か
、
日に

本ほ
ん

食し
ょ
くの
出

し
ゅ
っ

店て
ん

が
立た

ち
並な

ら

び
、
主し

ゅ

要よ
う

舞ぶ

台た
い

で
は
様さ

ま

々ざ
ま

な
演え

ん

目も
く

が
披ひ

露ろ
う

さ

れ
、
会か

い

場じ
ょ
うを
沸わ

か
し
た
。

　

な
か
で
も
一い

ち

番ば
ん

の
目め

玉だ
ま

と

な
っ
た
の
が
、
地じ

元も
と

産さ
ん

び
わ
や

デ
コ
ポ
ン
、
ア
テ
モ
イ
ア
の
販は

ん

売ば
い

。
２
日か

間か
ん

で
併あ

わ

せ
て
３
千ぜ

ん

箱は
こ

が
販は

ん

売ば
い

さ
れ
、
デ
コ
ポ
ン
の

ジ
ャ
ム
な
ど
趣し

ゅ

向こ
う

を
凝こ

ら
し
た

高こ
う

品ひ
ん

質し
つ

な
加か

工こ
う

品ひ
ん

も
盛せ

い

況き
ょ
うを

博は
く

し
て
い
た
。

　

ま
た
出

し
ゅ
っ

店て
ん

で
は
、ラ
ー
メ
ン
、

た
こ
焼や

き
、
手て

巻ま

き
、
餃

ぎ
ょ
う

子ざ

、

焼や

き
蕎そ

麦ば

な
ど
人に

ん

気き

の
日に

本ほ
ん

食し
ょ
くに
列れ

つ

を
成な

し
た
。
来ら

い

場じ
ょ
う

客
き
ゃ
く

の
８
割わ

り

以い

上じ
ょ
うが
近き

ん

隣り
ん

に
住す

ん
で

い
る
ブ
ラ
ジ
ル
人じ

ん

と
見み

ら
れ
、

日に

本ほ
ん

食し
ょ
くも
呼よ

び
込こ

み
役や

く

と
な

り
、
地ち

域い
き

に
根ね

ざ
し
た
祭ま

つ

り
と

し
て
定て

い

着ち
ゃ
くし
つ
つ
あ
る
よ
う
。

　

そ
の
ほ
か
、
二ふ

つ

日か

目め

に
は
近き

ん

隣り
ん

の
農の

う

場じ
ょ
うを
ト
ラ
ク
タ
ー
で
巡め

ぐ

る
観か

ん

光こ
う

ツ
ア
ー
が
人に

ん

気き

を
博は

く

し

た
ほ
か
、
主し

ゅ

要よ
う

舞ぶ

台た
い

で
は
歌か

謡よ
う

シ
ョ
ー
や
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
、

地じ

元も
と

の
和わ

太だ
い

鼓こ

チ
ー
ム
「
飛ひ

翔し
ょ
う

太だ
い

鼓こ

」
等な

ど

に
よ
る
種し

ゅ

々じ
ゅ

の

演え
ん

目も
く

で
会か

い

場じ
ょ
うを
魅み

了り
ょ
うし
て
い
た
。

　

同ど
う

祭さ
い

を
終お

え
、
貴き

田だ

会か
い

長
ち
ょ
う

は
「『
一い

ち

年ね
ん

に
一い

ち

度ど

村そ
ん

民み
ん

が
一い

ち

丸が
ん

と

な
って
協

き
ょ
う

力り
ょ
くし
て
や
る
の
も
い
い

の
で
は
』と
始は

じ

ま
っ
た
。
当と

う

初し
ょ

は
、

暗あ
ん

中ち
ゅ
う

模も

索さ
く

だ
っ
た
が
、
委い

員い
ん

会か
い

を
毎ま

い

年と
し

立た
ち

上あ

げ
、
や
る
内な

い

容よ
う

も

板い
た

に
付つ

い
て
き
た
」
と
振ふ

り
返か

え

り
、「
無ぶ

事じ

に
終お

え
る
こ
と
が
出で

来き

た
の
も
、
皆み

な

さ
ん
の
協

き
ょ
う

力り
ょ
くあ
っ

て
こ
そ
」
と
感か

ん

謝し
ゃ

を
滲に

じ

ま
せ
た
。

　
「
回か

い

を
重か

さ

ね
る
ご
と
に
来ら

い

場
じ
ょ
う

者し
ゃ

も
増ふ

え
て
き
た
。
今こ

年と
し

は
過か

去こ

最さ
い

多た

だ
っ
た
」
と
喜よ

ろ
こ

び
を
見み

せ
、「
祭ま

つ

り
の
趣し

ゅ

旨し

を
見み

失う
し
なわ
ず
、

今こ
ん

後ご

も
村む

ら

一い
ち

丸が
ん

と
な
って
や
って

い
き
た
い
」
と
意い

気き

込ご

ん
だ
。

 

飛ひ

翔し
ょ
う

太た
い

鼓こ

の
熱ね

つ

演え
ん

で
沸わ

く
会か

い

場じ
ょ
う

前ぜ
ん

代だ
い

未み

聞も
ん

の
全ぜ

ん

伯ぱ
く

優ゆ
う

勝し
ょ
う

３
度ど

年ね
ん

の
と
き
、
若わ

か

者も
の

を
中ち

ゅ
う

心し
ん

に

「
村む

ら

を
活か

っ

性せ
い

化か

さ
せ
る
た
め
、

村そ
ん

民み
ん

一い
ち

丸が
ん

と
な
っ
て
何な

に

か
で
き

な
い
か
」
と
の
声こ

え

が
高た

か

ま
り
、

〃
村む

ら

お
こ
し
〃
と
し
て
こ
の

「
び
わ
祭ま

つ

り
」
が
始は

じ

め
ら
れ
た
。

コ
ロ
ニ
ア
・
ピ
ニ
ャ
ー
ル
は
市し

街が
い

地ち

か
ら
少す

こ

し
離は

な

れ
た
山さ

ん

間か
ん

部ぶ

の
盆ぼ

ん

地ち

の
よ
う
な
立り

っ

地ち

。
福ふ

く

井い

県け
ん

の
３
家か

族ぞ
く

１
４
人に

ん

が
第だ

い

一い
ち

陣じ
ん

と
し
て
入に

ゅ
う

植し
ょ
く

し
た
こ
と
か

ら
始は

じ

ま
っ
た
た
め
、「
福ふ

く

井い

村む
ら

」

と
も
呼よ

ば
れ
る
。

　

５
月が

つ

か
ら
１
０
月が

つ

ま
で
の

出し
ゅ
っ

荷か

期き

間か
ん

の
う
ち
、
び
わ
の

も
っ
と
も
旬し

ゅ
ん

な
時じ

期き

と
し
て
、

　

高こ
う

品ひ
ん

質し
つ

の
種た

ね

無な

し
マ
ス
カ
ッ

ト
等な

ど

の
ぶ
ど
う
栽さ

い

培ば
い

で
知し

ら

れ
、
５
０
世せ

帯た
い

ほ
ど
の
果か

樹じ
ゅ

生せ
い

産さ
ん

者し
ゃ

を
抱か

か

え
る
同ど

う

地ち

。
と

こ
ろ
が
近き

ん

年ね
ん

は
為か

わ
せ替
相そ

う

場ば

の

影え
い

響き
ょ
う

を
受う

け
、
輸ゆ

入に
ゅ
う

肥ひ

料り
ょ
う

の

仕し

入い
れ

価か

格か
く

が
高こ

う

騰と
う

し
、
手て

間ま

賃ち
ん

が
嵩か

さ

む
な
ど
で
生せ

い

産さ
ん

価か

格か
く

が
高こ

う

騰と
う

し
た
。
ま
た
、
全ぜ

ん

伯ぱ
く

的て
き

に
ぶ
ど
う
が
栽さ

い

培ば
い

さ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
生せ

い

産さ
ん

過か

剰じ
ょ
う

に

よ
る
販は

ん

売ば
い

価か

格か
く

下げ

落ら
く

が
起お

き
、

１
０
年ね

ん

ほ
ど
前ま

え

か
ら
ぶ
ど
う

栽さ
い

培ば
い

が
下し

た

火び

傾け
い

向こ
う

に
な
っ
て
い

た
。

　

そ
ん
な
な
か
、
生せ

い

産さ
ん

者し
ゃ

が

多た

角か
く

経け
い

営え
い

を
目め

指ざ

し
、
こ
こ

２
０
年ね

ん

で
生せ

い

産さ
ん

を
伸の

ば
し
て

き
た
の
が
び
わ
だ
っ
た
。
び
わ

は
高こ

う

温お
ん

地ち

帯た
い

で
は
育そ

だ

ち
に
く
い

と
い
う
特と

く

性せ
い

が
あ
り
、
全ぜ

ん

伯ぱ
く

的て
き

に
競き

ょ
う

合ご
う

は
少す

く

な
い
。
そ
れ
ほ

ど
手て

間ま

が
掛か

か
り
か
か
ら
な
い
こ
と

も
あ
り
、
主し

ゅ

要よ
う

作さ
く

物も
つ

の
一ひ

と

つ
に

成せ
い

長ち
ょ
う
し
た
。

　

そ
う
し
た
背は

い

景け
い

を
受う

け
て
、

２
０
１
２
年ね

ん

の
入に

ゅ
う

植し
ょ
く

５
０
周し

ゅ
う

村む
ら

お
こ
し
で
始は

じ

ま
っ
た
び
わ
祭ま

つ

り

２
０
０
人に

ん

が
総そ

う

出で

で
準じ

ゅ
ん

備び

毎ま
い

年と
し

９
月が

つ

頃ご
ろ

に
開か

い

催さ
い

さ
れ
る
。

外が
い

部ぶ

団だ
ん

体た
い

に
頼た

よ

ら
ず
、
会か

い

員い
ん

家か

族ぞ
く

お
よ
そ
２
０
０
人に

ん

が
一い

ち

丸が
ん

と
な
っ
て
準じ

ゅ
ん

備び

に
あ
た
り
、

今こ

年と
し

で
５
年ね

ん

目め

を
迎む

か

え
た
。

ご
し
て
ほ
し
い
。
今こ

ん

後ご

も
、
び

わ
祭ま

つ

り
が
村む

ら

の
行

ぎ
ょ
う

事じ

と
し
て
大お

お

き
く
育そ

だ

っ
て
く
れ
れ
ば
」
と
期き

待た
い

を
込こ

め
た
。

　

式し
き

典て
ん

で
は
、
金か

ね

兼が
え

文ふ
み

好よ
し

祭さ
い

典て
ん

委い

員い
ん

長ち
ょ
うの
ほ
か
、
パ
ウ
ロ
・
ヒ
カ

ル
ド
・
ダ
・
シ
ウ
バ
同ど

う

市し

市し

長ち
ょ
う、

エ
ジ
ソ
ン
・
ジ
リ
ボ
ニ
聖せ

い

州し
ゅ
う

議ぎ

、

森も
り

エ
リ
オ
援え

ん

協き
ょ
う

理り

事じ

ら
が
出

し
ゅ
っ

席せ
き

し
、
祝

し
ゅ
く

辞じ

が
寄よ

せ
ら
れ
た
。

　

二ふ
つ

日か

間か
ん

の
開か

い

催さ
い

期き

間か
ん

中ち
ゅ
う、

「びわ祭
まつ

り」に最
さい

多
た

来
らい

場
じょう

者
しゃ

村そ
ん

民み
ん

団だ
ん

結け
つ

で
工く

夫ふ
う

を
凝こ

ら
す

年ね
ん

々ね
ん

盛も

り
上あ

が
っ
て
５
回か

い

目め

　全
ぜん

伯
ぱく

で生
せい

産
さん

されるびわの50％近
ちか

くを占
し

め、「びわの里
さと

」として知
し

られる聖
せい

州
しゅう

サンミゲル・アルカン
ジョ市

し

で、コロニア・ピニャール文
ぶん

化
か

体
たい

育
いく

協
きょう

会
かい

（貴
き

田
だ

孝
こう

平
へい

会
かい

長
ちょう

）が主
しゅ

催
さい

する『第
だい

５回
かい

びわ祭
まつ

り』が２、
３の両

りょう

日
じつ

、同
どう

会
かい

館
かん

施
し

設
せつ

で開
かい

催
さい

された。会
かい

員
いん

家
か

族
ぞく

およそ200人
にん

が汗
あせ

を拭
ぬぐ

い総
そう

出
で

で準
じゅん

備
び

にあたった同
どう

祭
さい

は、２日
か

間
かん

とも晴
せい

天
てん

に恵
めぐ

まれ、過
か

去
こ

最
さい

多
た

となるおよそ２千
せん

人
にん

が来
らい

場
じょう

し、旬
しゅん

を迎
むか

えるびわを堪
たん

能
のう

した。

べ
る
と
、
驚お

ど
ろ

く
ほ
ど
に
上

じ
ょ
う

達た
つ

し

た
。
第だ

い

一い
っ

回か
い

び
わ
祭ま

つ

り
を
開か

い

催さ
い

し
た
年と

し

に
、『
飛ひ

翔し
ょ
う

太だ
い

鼓こ

』
は
、

全ぜ
ん

伯ぱ
く

大た
い

会か
い

で
初は

つ

優ゆ
う

勝し
ょ
うを
飾か

ざ

っ

た
。
び
わ
祭ま

つ

り
と
の
相そ

う

乗じ
ょ
う

効こ
う

果か

で
、
さ
ら
に
村む

ら

が
活か

っ

気き

づ
い
て

き
て
い
る
」
と
目め

を
細ほ

そ

め
た
。

　
『
飛ひ

翔し
ょ
う

太だ
い

鼓こ

』
の
メ
ン
バ
ー

は
、
な
ん
と
コロ
ニ
ア
・
ピ
ニャ
ー

ル
日に

本ほ
ん

語ご

モ
デ
ル
校こ

う

の
全ぜ

ん

生せ
い

徒と

。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
派は

遣け
ん

さ
れ
た
太た

い

鼓こ

指し

導ど
う

員い
ん

の

樋口農場

樋口 憲治
KENJI HIGUCHI

Colônia Pinhal - São Miguel Arcanjo/SP - Brasil
Tel: (015) 99641-43445

蓑み
の

輪わ

敏と
し

泰や
す

さ
ん
の
指し

導ど
う

を
き
ち

ん
と
日に

ち

語ご

で
理り

解か
い

し
、コ
ツ
コ
ツ

と
努ど

力り
ょ
くを
重か

さ

ね
て
き
た
と
い
う
。

貴き

田だ

会か
い

長ち
ょ
うも
、「
日に

ち

語ご

学が
っ

校こ
う

の

生せ
い

徒と

も
漸ぜ

ん

減げ
ん

し
て
ゆ
く
な
か
で
、

メ
ン
バ
ー
は
た
っ
た
１
０
数す

う

人に
ん

。

一ひ
と

人り

で
も
欠か

け
て
い
た
ら
で
き
な

かった
。
本ほ

ん

当と
う

に
驚お

ど
ろ
く
べ
き
こ
と
」

と
語か

た

り
、「
子こ

供ど
も

た
ち
の
み
な
ら

ず
、
そ
の
父ふ

兄け
い

や
、
村そ

ん

民み
ん

や
会か

い

員い
ん

ら
の
理り

解か
い

と
協

き
ょ
う

力り
ょ
くも
あ
って
こ

そ
」
と
強つ

よ

さ
の
秘ひ

訣け
つ

を
語か

た

っ
た
。

同ど
う

地ち

文ぶ
ん

協き
ょ
うは
、
来ら

い

年ね
ん

の
全ぜ

ん

国こ
く

大た
い

会か
い

出し
ゅ
つ

場じ
ょ
うの
た
め
、
子こ

供ど
も

達た
ち

の
遠え

ん

征せ
い

費ひ

お
よ
そ
８
万ま

ん

か

ら
１
０
万ま

ん

レ
ア
ル
を
捻ね

ん

出し
ゅ
つ
す

る
た
め
の
募ぼ

金き
ん

活か
つ

動ど
う

を
行

お
こ
な

っ
て

ゆ
く
と
い
い
、
祭ま

つ

り
の
一い

ち

部ぶ

収
し
ゅ
う

益え
き

が
充あ

て
ら
れ
る
ほ
か
、
協

き
ょ
う

力り
ょ
く

券け
ん

「
リ
ッ
フ
ァ
」
の
販は

ん

売ば
い

な

ど
を
行

お
こ
な

っ
て
い
く
と
い
う
。

西に
し

川か
わ

修し
ゅ
う

治じ

元も
と

会か
い

長ち
ょ
うは
、「５
０

世せ

帯た
い

ほ
ど
の
小ち

い

さ
い
部ぶ

落ら
く

だ
が
、

み
な
総そ

う

出で

で
村む

ら

お
こ
し
に
精せ

い

を

出だ

し
て
い
る
。
そ
ん
な
団だ

ん

結け
つ

力
り
ょ
く

が
影え

い

響き
ょ
うし
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
太た

い

鼓こ

も
優ゆ

う

勝し
ょ
うで
き
る
土ど

壌じ
ょ
うが
あ
る

ん
じ
ゃ
な
い
か
」
と
語か

た

り
、
同ど

う

村そ
ん

の
紐

ち
ゅ
う

帯た
い

の
強つ

よ

さ
を
伺う

か
が
わ
せ
た
。
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２
日か

午ご

後ご

６
時じ

か
ら
開か

い

始し

さ
れ
た
式し

き

典て
ん

で
、
貴き

田だ

会か
い

長
ち
ょ
う

は
「
会か

い

員い
ん

の
皆み

な

様さ
ま

、
村そ

ん

民み
ん

の

皆み
な

様さ
ま

に
よ
る
協

き
ょ
う

力り
ょ
くの
お
陰か

げ

で
、

第だ
い

５
回か

い

目め

び
わ
祭ま

つ

り
を
開か

い

催さ
い

で
き
た
」
と
謝し

ゃ

意い

を
滲に

じ

ま
せ
、

「
多お

お

く
の
住

じ
ゅ
う

民み
ん

や
村そ

ん

民み
ん

の
方か

た

に

来き

て
頂い

た
だ

き
、
一い

ち

日に
ち

を
楽た

の

し
く
過す

▲開
かい

会
かい

式
しき

の様
よう

子
す

◀見
み

事
ごと

な演
えん

奏
そう

を披
ひ

露
ろう

した飛
ひ

翔
しょう

太
だい

鼓
こ

三
さん

千
ぜん

箱
はこ

が完
かん

売
ばい

となった地
じ

元
もと

産
さん

果
か

実
じつ

取と

っ
た
。
言い

わ
ば
「
ブ
ラ
ジ
ル
代だ

い

表ひ
ょ
う」、
地じ

元も
と

の
〃
期き

待た
い

の
星ほ

し

〃
だ
。

　

開か
い

会か
い

式し
き

後ご

、
夜よ

る

が
更ふ

け
る

な
か
、
祭ま

つ

り
の
幕ま

く

開あ

け
を
飾か

ざ

っ

た
『
飛ひ

翔し
ょ
う

太だ
い

鼓こ

』
の
一い

っ

糸し

乱み
だ

れ
ぬ
圧あ

っ

巻か
ん

の
熱ね

つ

演え
ん

に
、
万ば

ん

雷ら
い

の

拍は
く

手し
ゅ

が
巻ま

き
起お

こ
り
、
会か

い

場
じ
ょ
う

は
熱ね

っ

気き

で
包つ

つ

ま
れ
た
。

　

貴き

田だ

会か
い

長ち
ょ
うは
、「
か
つ
て
と
比く

ら

　

び
わ
と
並な

ら

び
、
祭ま

つ

り
の
も
う

一ひ
とつ
の
目め

玉だ
ま

と
し
て
注

ち
ゅ
う

目も
く

を
呼よ

ん

だ
の
が
、
地じ

元も
と

和わ

太だ
い

鼓こ

チ
ー
ム

『
飛ひ

翔し
ょ
う

太だ
い

鼓こ

』
だ
。
７
月が

つ

３
０

日に
ち

に
行お

こ
な
わ
れ
た
全ぜ

ん

伯ぱ
く

太た
い

鼓こ

大た
い

会か
い

で
、
三さ

ん

度ど

目め

の
優ゆ

う

勝し
ょ
うと
い
う
前ぜ

ん

代だ
い

未み

聞も
ん

の
快か

い

挙き
ょ

を
成な

し
遂と

げ
、

来ら
い

年ね
ん

３
月が

つ

に
石い

し

川か
わ

県け
ん

で
行お

こ
な
わ
れ

る
全ぜ

ん

国こ
く

大た
い

会か
い

へ
の
切き

っ

符ぷ

を
勝か

ち

超
ちょう

満
まん

員
いん

の会
かい

場
じょう

を沸
わ

かせた飛
ひ

翔
しょう

太
だい

鼓
こ

会
かい

場
じょう

の様
よう

子
す

人
にん

気
き

を博
はく

した農
のう

場
じょう

ツアー

        

役や
く

員い
ん

名め
い

簿ぼ

会か
い

長ち
ょ
う 

貴き

田だ

孝こ
う

平へ
い

第だ
い
一い
ち
副ふ
く
会か
い

長ち
ょ
う 

北き
た

原は
ら

マ
キ

第だ
い
二に

副ふ
く
会か
い

長ち
ょ
う 

山や
ま

下し
た

高た
か

広ひ
ろ

会か
い
計け
い 

広ひ
ろ

瀬せ　

清き
よ
し

農の
う
事じ 

山や
ま

下し
た　

治お
さ
む

厚こ
う
せ
い生 

藤ふ
じ

沢さ
わ

正ま
さ

光み
つ

土ど

木ぼ
く 

有あ
り

我が

幸こ
う

二じ

体た
い
育い
く 

深ふ
か

沢ざ
わ

正し
ょ
う

一い
ち

学が
く
務む 

樋ひ

口ぐ
ち

憲け
ん

治じ

文ぶ
ん
化か 

山や
ま

村む
ら

幸う
ち

行よ
し
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